
ビ
ザ
ン
ツ
末
期
テ
サ
リ
ア
の
封
建
制

米

田

治

泰

【
要
約
“
　
十
三
、
四
世
紀
ビ
ザ
ソ
ッ
社
会
の
究
明
は
、
十
一
世
紀
宋
よ
り
顕
著
に
な
る
「
封
建
化
」
現
象
の
進
展
の
線
上
で
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ラ

テ
ン
帝
圏
建
設
を
頂
点
と
す
る
ラ
テ
ン
征
服
は
世
界
帝
国
ビ
ザ
ソ
ツ
を
一
介
の
小
国
に
転
落
せ
し
め
、
さ
な
く
だ
に
脱
地
方
化
傾
向
の
進
ん
で
い
た
西
部

の
属
州
、
テ
サ
リ
ア
や
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
に
、
頭
欧
的
な
、
い
い
か
え
れ
ば
語
の
厳
密
な
用
い
方
に
お
け
る
封
建
制
の
形
成
と
い
う
重
要
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
。
本
稿
は
か
か
る
テ
サ
リ
ア
の
射
建
的
諸
関
係
の
実
体
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
属
州
に
対
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
皇
帝
権

力
が
い
か
な
る
対
悠
を
示
し
た
か
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
四
九
巻
三
号
　
一
九
六
六
年
七
月

ビザソツ乗期テサリアの封建舗（米田）

一

　
十
一
・
二
世
紀
の
ビ
ザ
ソ
ツ
内
政
史
の
二
・
三
の
問
題
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

以
前
、
発
表
の
機
会
を
得
た
こ
と
が
あ
る
が
、
本
稿
は
そ
の
つ
づ
き

を
な
す
も
の
で
あ
る
。
先
の
論
文
に
お
い
て
、
十
一
世
紀
以
降
、
急

速
に
進
展
す
る
ビ
ザ
ソ
ツ
封
建
化
現
象
に
対
し
て
、
そ
れ
治
体
封
建

的
勢
力
を
代
表
し
た
と
闘
さ
れ
る
皇
帝
権
力
（
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
）
が
い

か
な
る
呼
応
を
示
し
た
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
条
件
的

土
地
保
有
」
（
ア
リ
ス
モ
ス
、
カ
ウ
ス
テ
ィ
キ
ア
、
プ
p
ノ
イ
ァ
）
の
一
思
義

と
実
体
を
検
討
し
、
こ
れ
ら
が
、
国
家
に
よ
る
農
民
あ
る
い
は
土

地
収
入
の
私
領
主
へ
の
移
譲
と
い
う
点
に
お
い
て
、
将
来
、
一
層
の

封
建
化
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
反
面
、
皇
帝
権
力
が
墾

俗
貴
族
を
掌
握
す
る
の
に
少
な
か
ら
ず
寄
与
し
て
お
り
、
結
局
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
イ
ス
　
カ
リ
テ

に
、
ビ
ザ
ソ
ツ
の
封
建
制
と
国
家
財
政
的
関
心
の
接
点
が
あ
る
と
考

え
た
。
し
か
し
こ
の
考
察
で
は
、
帝
国
の
特
定
の
地
域
に
焦
点
を
あ

わ
せ
る
に
は
い
た
ら
ず
、
時
期
的
に
も
、
西
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
封
建
制
が

ビ
ザ
ソ
ッ
ー
7
』
つ
よ
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
十
三
世
紀
以
降
を
と
り
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
地
域
、
時
期
を
限
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潔
し
、
十
三
、
四
世
紀
の
パ
ル
カ
ソ
半
島
わ
け
て
も
テ
サ
リ
ア
地
方

の
社
会
清
勢
を
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。

　
第
四
回
十
字
軍
が
ビ
ザ
ソ
ツ
史
に
与
え
た
衝
繋
の
大
き
さ
に
つ
い

て
は
い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー

プ
ル
は
ラ
テ
ン
帝
国
の
首
都
と
化
し
、
北
ギ
リ
シ
ア
か
ら
ペ
ロ
ポ
ソ

ネ
ソ
ス
半
島
に
か
け
て
は
、
サ
ロ
ニ
カ
王
国
、
ア
テ
ナ
イ
公
国
、
ア

カ
イ
ア
公
国
と
い
っ
た
ラ
テ
ン
人
の
封
建
国
家
が
移
植
建
設
さ
れ
た
。

他
方
、
ギ
リ
シ
ア
人
は
、
小
ア
ジ
ア
の
ニ
ケ
ア
、
バ
ル
カ
ン
西
部
の

エ
ピ
ロ
ス
に
各
々
、
　
ニ
ケ
ア
轟
常
国
、
　
エ
ピ
ロ
ス
・
デ
ス
ポ
ッ
ト
国
を

た
て
、
と
も
に
「
第
二
の
ロ
ー
マ
」
の
奪
團
を
め
ざ
し
た
。
半
世
紀

後
、
ニ
ケ
ア
皇
帝
は
再
び
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
入
り
、
以

後
一
四
五
三
年
ま
で
無
二
〇
〇
年
問
、
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
を
存
続
せ
し

め
た
。
し
か
し
こ
の
時
期
の
帝
国
（
パ
レ
ォ
ロ
ゴ
ス
朝
）
は
か
っ
て
の

世
界
帝
国
の
面
影
を
ほ
と
ん
ど
と
ど
め
ぬ
小
国
で
あ
っ
た
。
勿
論
、

皇
帝
権
力
の
絶
対
性
、
公
益
観
念
尊
重
と
い
っ
た
理
念
は
依
然
と
し

て
生
き
て
い
た
し
、
中
央
集
権
的
な
行
政
機
構
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
酋

部
か
ら
約
四
〇
〇
キ
ロ
離
れ
た
テ
サ
リ
ア
で
は
、
北
や
西
か
ら
の
間

断
な
き
バ
ル
バ
ロ
イ
の
侵
入
の
た
め
に
、
そ
し
て
ラ
テ
ン
人
が
こ
こ

に
紹
介
し
た
封
建
的
諸
慣
習
の
た
め
に
、
異
常
な
ま
で
に
複
雑
な
政

治
情
勢
が
現
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
ビ
ザ
ソ
ツ
の
伝
統
的

な
モ
ナ
ル
キ
ア
か
ら
大
き
く
か
け
な
れ
た
政
治
（
な
い
し
は
政
治
原
理
）

を
見
出
す
こ
と
さ
え
可
能
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
先
ず
こ
う
し
た

テ
サ
リ
ア
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
次
い
で
、
こ
の
事
態
に
臨
む
中

央
政
府
の
態
度
を
問
題
に
し
た
い
。

　
た
だ
こ
こ
で
も
、
史
料
不
足
と
い
う
研
究
上
の
障
碍
は
き
わ
め
て

大
き
い
。
ラ
テ
ン
帝
国
や
ア
カ
イ
ア
公
国
に
関
し
て
は
、
　
》
ω
ω
勝
Φ
ω

α
Φ
幻
。
ヨ
口
早
①
や
『
モ
レ
ア
年
代
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

述
史
料
の
存
在
か
ら
か
な
り
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
こ

と
テ
サ
リ
ア
の
ギ
リ
シ
ア
入
に
関
係
し
た
史
料
と
な
る
と
、
そ
の
数

は
ご
く
少
な
く
断
片
的
に
な
る
。
末
期
ビ
ザ
ソ
ツ
史
研
究
に
不
可
欠

な
聖
ア
ト
ス
山
蜂
修
道
院
文
書
で
も
、
テ
サ
茶
畑
ケ
よ
り
西
南
に
の

び
る
地
方
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
い
。
エ
ピ
ロ
ス
の
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
つ
い
て
不
明
な
点
は
あ
ま
り
に
も
多
い
。
か
か
る
史
料
状
態
の
た

め
で
あ
ろ
う
、
輔
導
の
問
題
に
ふ
れ
た
論
稿
は
穿
常
に
少
な
く
、
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
と
こ
ろ
で
H
Q
。
o
ぎ
一
〇
メ
》
’
Q
Q
o
一
〇
〈
撤
く
の
研
究
、
比
較
的
新
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
⑦

い
と
こ
ろ
で
U
・
N
巴
熔
普
言
o
ρ
国
。
囑
冠
ρ
昌
。
舘
の
考
察
を
み
る
に

す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
は
個
別
的
な
テ
ー
マ
、
た
と
え
ば
封

建
貴
族
の
形
成
と
か
貴
族
と
都
市
の
関
係
と
か
に
つ
い
て
貴
重
な
示
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ビザソツ末期テサリアの封建制（米田）

唆
を
ふ
く
み
な
が
ら
も
、
な
お
一
つ
大
き
な
視
点
の
脱
落
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
か
れ
ら
は
均
し
ノ
＼
テ
サ
リ
ア
、
エ
ピ
ロ
ス
と
コ
ン
ス
タ

ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
関
係
を
考
慮
の
外
に
お
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
欠
点
を
修
正
し
な
い
限
り
、
ビ
ザ
ソ
ツ
末
期
の
政
治
の
あ
り
方

や
「
封
建
制
」
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
は
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
の
一
地
方
史
研
究
で
あ
る
と
同
時
に
末
期
ビ

ザ
ソ
ツ
内
政
史
の
鳥
か
ん
で
も
あ
る
。

①
拙
稿
「
ビ
ザ
ソ
ツ
に
お
け
る
「
条
件
的
土
地
保
有
」
i
十
一
、
二
世
紀
を
中
心

　
に
し
て
」
　
（
『
史
林
』
四
七
巻
二
号
）
。

②
た
と
え
ば
、
≦
官
鷺
三
。
さ
8
げ
⑦
い
㊤
甑
冨
ε
け
匿
い
Φ
奏
暮
（
巨
。
邑
。
ジ

　
ち
O
Q
。
）
…
回
U
o
ロ
σ
q
垣
。
誉
び
．
国
ヨ
℃
貯
。
い
暮
ε
島
Φ
O
o
嵩
欝
昌
げ
言
。
皇
o
o
け
訂

　
℃
鼠
昌
。
土
建
蒜
9
蜜
。
急
㊦
（
勺
幽
ユ
。
。
層
お
お
）
…
三
こ
U
欝
く
一
〇
同
麟
毒
｝
α
騨
霧

　
『
O
話
8
一
霧
ぼ
¢
闇
嗣
。
鐸
円
9
α
の
。
・
ω
画
く
p
纂
ω
（
お
①
9
冒
一
同
一
〇
掌
誹
缶
塗
と
麟
・

　
竃
．
o
Q
o
暮
。
炉
O
p
8
ざ
コ
鳥
。
ヨ
ヨ
p
♪
江
。
嵩
。
臨
諺
仲
財
①
詳
ω
H
ω
訟
1
お
◎
。
Q
。
（
O
㊤
ヨ
σ
μ

　
竃
即
ω
ω
二
H
逡
Q
。
）
…
勺
．
↓
o
唱
℃
汀
α
q
・
目
㊦
ほ
σ
q
圃
ヨ
。
騨
σ
舜
同
p
貯
。
ユ
餌
器
一
〇
℃
巴
？

　
℃
o
昌
轟
α
ω
o
一
馨
冒
鳥
。
麟
H
＜
偽
ω
δ
o
一
ρ
い
、
類
。
＝
曾
一
ω
ヨ
Φ
O
o
馨
。
ヨ
℃
o
惹
貯
℃

　
メ
噌
囲
霧
。
．
膳
ふ
（
一
霧
⑦
y

③
エ
ピ
ロ
ス
に
関
す
る
研
究
に
は
、
O
¶
ン
持
峯
8
ご
8
げ
⑦
U
窃
唱
。
酔
欝
譜
。
頃

　
図
営
δ
。
・
（
○
×
暁
O
噌
α
辱
ド
Φ
㎝
『
）
…
い
■
o
Q
ぼ
㊦
讐
9
こ
い
Φ
。
。
O
『
茜
ぎ
⑦
ω
二
二
U
o
巷
9
馨

　
山
．
憐
℃
躍
ρ
国
。
謡
㊦
9
ω
欝
猛
。
ω
切
》
・
塁
9
ぎ
窃
（
1
1
影
朝
ヒ
d
）
》
×
＜
識
（
ち
紹
）
㎞

　
望
諺
品
。
ざ
ざ
麟
6
ゴ
。
冒
娼
。
亀
。
調
鳩
器
霞
Φ
靖
湊
9
窪
⇔
①
黛
肖
七
貧
霞
摘
Φ
o
甲

　
O
鍔
器
口
国
口
器
ぎ
H
8
陣
蜜
｛
調
昌
讐
劉
ゆ
冒
9
馨
ヨ
。
繊
爲
三
8
（
1
1
切
o
D
）
”
×
顕

　
（
搭
課
）
．

④
　
写
Q
爵
自
8
冒
冒
ゼ
畷
掴
口
紅
Φ
鼠
富
Φ
員
霞
Φ
b
5
鑓
O
器
§
切
息
Φ
8
塁
霞
切
Φ
暮
端

　
幽
碧
8
員
。
き
潮
む
づ
器
雲
嚢
剛
謬
霞
ヨ
W
葛
器
員
ヨ
（
（
匪
ゆ
切
）
’
×
×
団
＜
（
お
ト
。
し
。
あ
①
）
・

⑤
　
〉
．
＜
．
Q
自
〇
一
〇
く
寄
く
讐
臼
①
8
鎚
類
聯
O
緊
一
δ
£
浜
O
葭
渚
目
メ
間
く
切
ご
ゆ
q
∩
’
一
／
、

　
（
δ
ω
も
。
）
●

⑥
u
¶
N
鴇
讐
ぼ
き
。
・
”
㌘
g
。
ω
。
・
蕊
9
款
8
巴
ジ
暮
δ
員
い
．
国
㊦
ま
巳
。
・
ヨ
。

　
O
o
簿
。
ヨ
唱
貧
ρ
ヨ
（
一
漣
Q
。
Y

⑦
昌
写
毒
3
匂
。
層
い
㊤
款
。
魯
葺
伽
。
二
引
く
≡
霧
σ
署
9
暮
三
。
。
・
讐
×
＝
零

　
o
伸
ρ
ぱ
×
囲
く
馬
巴
α
〇
一
¢
q
陰
矯
ご
ご
ρ
×
く
H
（
一
ゆ
切
笥
）
・

二

　
わ
れ
わ
れ
が
テ
サ
リ
ア
を
考
察
の
対
象
に
選
ぶ
理
由
は
、
マ
ケ
ド

ニ
ア
、
ト
ラ
キ
ア
地
方
と
並
ん
で
ビ
ザ
ソ
ツ
の
豊
か
な
穀
禽
地
帯
で

あ
り
、
広
大
な
皇
帝
薩
領
地
、
国
有
地
（
殊
に
ラ
リ
ッ
サ
南
部
、
テ
サ

リ
ァ
北
部
）
を
通
じ
帝
国
経
済
に
少
な
か
ら
ぬ
役
割
を
果
し
て
い
る

こ
の
地
方
が
、
ラ
テ
ン
人
定
着
に
よ
る
新
要
素
の
導
入
で
、
帝
国
諸

島
州
中
、
異
色
あ
る
存
在
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
に
あ
る
が
、
ラ
テ

ン
征
服
に
先
立
つ
時
点
に
す
で
に
、
他
の
地
域
と
同
様
に
、
テ
サ
リ

ア
で
も
封
建
化
が
か
な
り
顕
著
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
十
字
軍
に
従
っ
て
き
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
封
建

勢
力
が
当
時
の
ビ
ザ
ソ
ツ
に
、
か
れ
ら
の
故
国
と
ほ
ぼ
類
似
の
桂
会

現
象
を
見
出
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
従
軍
記
に
く
一
蜀
器
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σq

b
。
ω
と
か
σ
Q
o
p
江
誘
げ
◎
津
ヨ
Φ
ω
σ
q
器
。
。
・
と
か
の
表
現
を
用
い
た
時
、

作
者
は
霞
分
が
見
聞
し
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
奴
や
諸
侯
を
想
起
し

て
い
た
。
そ
の
当
時
の
ア
テ
ナ
イ
府
主
教
冨
8
訂
巴
O
｝
δ
已
暮
①
ω

　
ア
ル
コ
ン

は
有
力
老
を
二
つ
に
分
け
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
政
府
の
代

表
者
た
る
地
方
役
人
津
誌
§
9
書
R
§
8
と
、
嚢
ミ
ミ
§
息

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

映
ミ
ミ
需
ハ
を
あ
げ
て
い
る
が
、
後
者
は
ま
さ
し
く
中
央
権
力
か
ら

の
統
欄
を
脱
し
て
独
立
的
地
位
に
進
ん
だ
土
地
所
有
貴
族
で
あ
っ
た
。

都
か
ら
遠
く
隔
っ
た
ペ
ロ
ポ
ソ
ネ
ソ
ス
で
は
、
と
く
に
か
か
る
ア
ル

コ
ソ
の
籏
生
が
著
し
く
、
自
己
の
領
地
か
ら
だ
け
で
な
く
「
他
人
の

土
地
か
ら
も
」
取
立
て
を
行
い
、
農
民
の
死
亡
あ
る
い
は
子
供
の
誕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

生
に
当
り
訣
求
を
行
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
ピ
8
鐸
O
三
振
碧
露
。
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
、
「
ラ
コ
ニ
ア
平
野
を
占
領
し
、
ラ
コ
ニ
ア
人
を
支
配
し
た
。
」
ま

た
い
①
o
昌
Q
Q
σ
q
o
霞
。
ω
は
ナ
ウ
ブ
リ
ア
に
強
大
な
権
勢
を
う
ち
立
て

た
。
史
家
翼
搾
Φ
欝
。
・
○
ぴ
。
巳
緯
Φ
ω
の
報
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

ス
グ
ロ
ス
は
一
一
九
八
年
、
父
か
ら
「
血
に
弄
っ
た
支
配
権
」
を
う

け
つ
ぎ
、
間
も
な
く
ア
ル
ゴ
ス
、
コ
リ
ン
ト
ス
の
あ
る
じ
と
な
り
、

さ
ら
に
は
ラ
テ
ン
人
に
よ
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
プ
ル
攻
略
に
伴
な

う
大
混
乱
を
利
用
し
て
念
願
の
ア
テ
ナ
イ
、
テ
ー
ベ
の
占
領
の
た
め

大
軍
を
差
し
む
け
た
。
そ
し
て
ア
テ
ナ
イ
に
お
い
て
、
府
主
教
ミ
カ

エ
ル
・
コ
ニ
ア
テ
ス
指
揮
下
の
市
民
の
抵
抗
に
逡
っ
て
撤
退
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
や
、
火
を
放
っ
て
市
を
破
壊
し
、
次
い
で
着
っ
た
テ
ー

ベ
で
は
力
に
訴
え
て
こ
れ
を
屈
伏
せ
し
め
た
。
ス
グ
ロ
ス
は
さ
ら
に

北
上
し
て
テ
サ
リ
ア
に
進
み
、
ラ
リ
ッ
サ
で
、
こ
こ
に
逃
れ
て
い
た

元
ビ
ザ
ソ
ツ
皇
帝
の
皇
女
の
手
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
．
の
ち
、
か
れ

は
南
下
し
て
き
た
ラ
テ
ン
人
と
こ
の
地
の
支
配
を
争
い
破
れ
る
の
で

あ
る
が
、
と
も
か
く
も
一
時
は
右
の
よ
う
に
し
て
、
ヘ
ラ
ス
・
テ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
大
半
を
掌
握
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ビ
ザ
ン
ツ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
属
州
テ
マ
長
官
は
、
小
ア
ジ
ア
の
そ

れ
が
す
べ
て
訟
ソ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
金
庫
か
ら
毎
年
の
俸
給

を
支
給
さ
れ
た
の
と
違
っ
て
、
現
地
で
上
っ
て
く
る
国
家
収
入
の
一

部
を
俸
給
に
ふ
り
向
け
て
受
取
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
事

実
は
、
中
央
と
地
方
の
切
断
が
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
な
場
合
、
直
ち

に
、
ス
グ
ロ
ス
の
如
き
入
物
を
登
場
さ
せ
た
の
と
決
し
て
無
関
係
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ア
ル
コ
ソ
の
多
く
は
自
己
の
利
益
に
汲
々
と
し

て
「
ラ
テ
ン
人
に
抵
抗
す
る
義
務
を
放
棄
し
た
。
」
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

か
れ
ら
は
ラ
テ
ン
人
の
征
服
に
積
極
的
に
加
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

⑤る
。
た
と
え
ば
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
に
確
固
た
る
地
位
を
き
ず
い
て
い
た

ア
ル
コ
ン
一
舞
踏
O
僻
野
僧
。
埠
N
9
蜜
ω
家
の
一
員
髭
ざ
け
斜
①
一
〇
銭
唇
9
0
亭
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N
二
二
の
援
跡
が
な
け
れ
ば
、
○
①
。
津
。
《
号
く
葺
魯
鴛
餌
8
一
ゆ
の

べ
果
ソ
ネ
三
征
服
は
も
・
と
難
航
し
た
に
ち
が
い
な
隔
か
れ

ら
は
、
従
来
の
地
位
と
生
活
の
保
証
と
ひ
き
か
え
に
、
征
服
者
と
協

同
し
て
封
土
の
分
配
に
あ
た
り
、
重
要
問
題
の
討
議
の
た
め
に
「
議

会
」
（
ぎ
黛
曼
寝
）
に
顔
を
つ
ら
ね
た
。
『
モ
レ
ア
年
代
記
』
は
い
う
。

　
　
（
征
服
者
に
対
し
て
）
ア
ル
コ
ソ
ト
プ
ロ
ス
（
ア
ル
コ
ソ
の
息
子
）
は
忠
誠

　
を
誓
っ
た
。
ア
ソ
ド
ラ
ヴ
イ
ダ
の
領
主
も
、
モ
レ
ア
の
ア
ル
コ
ソ
も
、
メ

　
ッ
サ
リ
ア
の
ア
ル
コ
ソ
も
忠
誠
を
誓
っ
た
。
征
服
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
か
れ

　
ら
は
協
定
を
む
す
ん
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
プ
双
ノ
イ
ア
保
有

　
ア
ル
コ
ン
は
す
べ
て
以
前
に
も
っ
て
い
た
プ
ロ
ノ
イ
ア
を
保
有
し
、
も
し

　
ラ
テ
ン
人
支
配
奢
が
認
め
れ
ば
、
さ
ら
に
多
く
を
う
け
と
る
こ
と
が
で
き

　
た
。
そ
し
て
土
地
と
封
土
の
分
配
の
た
め
に
ギ
リ
シ
ア
入
六
名
と
フ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
ク
人
六
名
が
選
び
出
さ
れ
た
。

　
テ
サ
リ
ア
地
方
の
貴
族
も
こ
う
し
た
動
き
ど
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。

テ
サ
官
ニ
ケ
か
ら
ハ
ル
ミ
ロ
ス
に
い
た
る
海
岸
地
帯
の
ほ
か
、
ラ
リ

ヅ
サ
、
ネ
オ
・
パ
ト
ラ
ス
地
方
を
占
領
し
た
ゆ
。
巳
鍵
8
α
①
冨
。
昌
雫

　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
コ
ン

富
薄
暮
は
同
地
の
貴
族
を
重
ん
じ
、
た
び
く
政
治
上
の
問
題
で
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

談
を
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
　
一
二
〇
九
年
ラ
テ
ン
帝
国
皇
帝

瓢
Φ
u
犠
を
迎
え
、
テ
ル
モ
ピ
レ
ー
附
近
ラ
ヴ
ェ
ニ
カ
で
開
か
れ
だ
議

会
に
は
ラ
テ
ン
人
バ
ロ
ン
だ
け
で
な
く
多
数
の
ギ
リ
シ
ア
人
ア
ル
コ

ソ
も
出
席
し
、
軍
事
奉
仕
や
国
王
・
バ
ロ
ン
の
権
利
義
務
な
ど
一
連

の
封
建
規
約
を
定
め
た
。
そ
れ
は
、
ω
封
土
（
鼠
）
を
四
つ
保
有
す

る
も
の
は
連
隊
旗
手
と
な
り
、
重
土
一
人
お
よ
び
従
者
ω
ρ
島
お
ω
十

二
人
置
負
担
、
四
フ
ィ
エ
以
上
保
有
せ
る
も
の
は
、
フ
ィ
エ
一
つ
に

つ
き
二
分
野
騎
馬
従
士
あ
る
い
は
一
人
の
騎
士
を
提
供
、
一
封
土
保

有
老
は
自
ら
軍
務
に
服
す
る
、
㈲
各
封
土
保
有
老
は
一
年
の
う
ち
四

ケ
月
を
駐
屯
生
活
（
養
ミ
へ
§
壽
q
。
ミ
普
）
に
、
他
の
四
ケ
月
を
実
際

の
戦
闘
に
従
い
、
残
り
四
ケ
月
も
不
時
の
招
集
に
備
え
ね
ば
な
ら
ぬ
、

の
国
王
は
即
位
に
当
り
、
バ
ロ
ン
が
保
有
せ
る
静
心
。
ぼ
ω
①
。
。
の
尊
重

を
約
し
て
げ
。
日
B
ρ
σ
q
①
ω
を
う
け
る
、
等
々
の
内
容
を
も
ち
同
じ
こ

ろ
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
　
S
詠

と
等
置
さ
れ
る
プ
ロ
ノ
イ
ア
の
保
有
者
（
ギ
リ
シ
ア
人
）
も
こ
の
規

約
に
従
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ビ
ザ
ソ
ツ
の
支
配
者
層
は
か
か
る
慣
行

を
、
十
一
世
紀
末
、
は
じ
め
て
ナ
字
軍
と
接
触
す
る
頃
か
ら
認
知
し

受
容
し
て
き
た
。
　
一
一
〇
八
年
、
　
≧
①
巴
。
。
。
H
O
O
ヨ
二
郎
8
と
ア

ン
チ
オ
ケ
公
け
。
冨
臼
8
α
の
あ
い
だ
に
む
す
ば
れ
た
U
置
σ
○
房
協

定
に
お
い
て
、
ボ
ヘ
モ
ソ
が
「
皇
帝
の
友
の
友
、
敵
の
敵
と
し
て
…

…
帝
に
歯
向
う
も
の
に
は
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
れ
、
異
教
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徒
で
あ
れ
武
器
を
と
る
」
と
誓
っ
て
い
る
こ
と
や
年
四
〇
日
の
軍
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

奉
仕
の
約
束
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
「
ラ
テ
ン
人
に
慣
習

的
な
」
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ビ
ザ
ソ
ツ
は
次
第
に
こ
れ
を
自
己
の
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

制
の
枠
内
で
利
用
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
征
服
は
こ

の
点
か
ら
す
れ
ば
、
封
建
化
の
進
む
ビ
ザ
ソ
ツ
の
土
壌
に
、
西
ヨ
ー

ロ
ヅ
パ
的
な
封
建
制
を
開
花
さ
せ
る
触
媒
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
ラ

テ
ン
的
影
響
の
濃
厚
な
バ
ル
カ
ン
が
そ
の
場
を
提
供
す
る
。

　
た
だ
ラ
テ
ン
人
の
ギ
リ
シ
ア
支
配
そ
の
も
の
は
余
り
長
つ
づ
き
し

な
か
っ
た
。
本
国
と
の
連
絡
の
悪
さ
、
有
能
な
指
導
者
の
欠
如
に
よ
っ

て
こ
の
移
植
封
建
国
家
は
決
定
的
な
脆
弱
性
を
内
包
し
て
い
た
。
ギ

リ
シ
ア
に
も
し
謬
れ
た
指
導
者
が
現
れ
れ
ば
動
揺
は
必
至
で
あ
っ
た
。

　
強
い
民
族
意
識
の
も
ち
ぬ
し
円
び
①
o
α
鶏
○
ω
≧
茜
2
0
の
の
登
場
で

北
ギ
リ
シ
ア
は
様
相
を
一
変
し
た
。
か
れ
は
テ
サ
ロ
ニ
ケ
を
奪
回
し

た
（
一
二
一
；
輩
）
だ
け
で
な
く
、
切
○
彊
畠
。
巳
訂
僧
ω
巴
○
昌
2
0
ρ
一
蹴
涯
蝕

を
除
く
テ
サ
リ
ア
、
エ
ピ
ロ
ス
全
域
を
制
圧
し
、
エ
ピ
ロ
ス
・
デ
ス

ポ
ッ
ト
国
（
こ
の
名
は
首
長
の
称
号
山
。
ω
℃
o
さ
。
。
に
由
来
す
る
）
の
盛
時

を
現
出
し
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
解
放
の
道
は
テ
オ
ド
ロ

ス
の
前
に
大
き
く
ひ
ら
け
た
。
し
か
し
、
か
れ
は
こ
の
事
業
に
失
敗

す
る
。
不
用
意
に
行
っ
た
ブ
ル
ガ
ー
ル
遠
征
が
渓
ざ
舛
0
9
津
N
斜
に

お
据
る
致
命
的
敗
北
を
窪
ん
だ
（
一
二
三
〇
年
）
か
ら
で
あ
っ
た
。
結

局
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
奪
回
の
栄
誉
は
、
東
の
ニ
ケ
ア
帝
国

に
移
っ
て
し
ま
い
、
テ
オ
ド
ロ
ス
の
後
継
者
た
ち
、
と
く
に
野
心
家

の
窓
8
｝
属
巴
崇
諺
ロ
σ
q
色
8
も
こ
と
の
成
り
行
き
を
く
つ
が
え
す
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
後
の
歴
史
展
開
は
ひ
と
ま
ず
お
く
と
し
て
、
い
ま
テ
サ
リ
ア
を
含

め
て
北
ギ
リ
シ
ア
を
併
合
し
テ
サ
μ
ニ
ケ
に
訳
し
た
こ
の
エ
ピ
ロ

ス
・
デ
ス
ポ
ッ
ト
国
を
み
て
み
る
と
、
こ
の
国
は
自
ら
ニ
ケ
ア
帝
国

を
上
廻
る
プ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ュ
を
も
つ
と
主
張
し
な
が
ら
も
、
そ
の

実
、
や
は
り
「
亡
命
国
家
」
で
あ
り
、
属
州
的
国
家
で
あ
っ
た
。
行

政
、
司
法
捌
度
は
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
の
テ
マ
と
し
て
の
そ
れ
と
変
ら
ず
、

土
地
真
南
に
も
新
な
変
革
は
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
だ

け
に
旧
来
の
有
力
貴
族
の
独
立
的
傾
向
は
依
然
と
し
て
つ
よ
く
、

デ
ス
ポ
テ
ス
は
か
れ
ら
を
抑
え
る
ど
こ
ろ
か
、
か
れ
ら
と
の
連
立
政

権
に
満
足
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
ま
た
か
れ
ら
と
の
　
壁
ヨ
踏
《

。
8
器
9
δ
昌
に
大
き
な
力
を
借
り
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
貴
族
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
冨
①
紆
。
。
①
昌
o
ρ
℃
①
窪
巴
や

唱
ヶ
p
ρ
ω
貯
鉾
①
σ
q
o
娼
0
9
0
ρ
N
貧
㌶
コ
8
”
○
勲
び
ユ
臥
○
℃
o
爆
一
〇
ω
家
の
如
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き
名
を
知
っ
て
い
る
が
、
前
沢
老
な
ら
び
に
最
後
の
ガ
ブ
リ
エ
ロ
プ

ロ
ス
家
は
十
三
、
十
四
世
紀
の
テ
サ
リ
ア
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て

と
く
に
有
名
で
あ
る
。

　
寓
①
罵
ω
。
。
㊦
鐸
。
。
。
家
は
寓
巴
貯
。
。
⑦
口
8
家
と
も
呼
ば
れ
、
古
く
八
世

紀
に
遡
っ
て
そ
の
存
在
を
確
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
直
接
の
祖
先

は
十
三
世
紀
は
じ
め
の
0
8
。
。
蜜
添
普
δ
ω
鑑
①
一
駐
。
。
Φ
⇔
○
。
。
と
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
コ
ソ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ノ
ス
が
、
エ
ビ
戸
ス
・

デ
ス
ポ
テ
ス
鷺
搾
げ
鈴
鉱
H
H
》
昌
σ
q
蝕
。
。
。
の
姉
自
窪
謎
O
o
ヨ
ヨ
①
鵠
。
ω

》
⇔
σ
Q
①
一
8
と
結
婚
し
、
そ
れ
か
ら
得
た
と
こ
ろ
の
莫
大
な
富
と
輝
し

い
地
位
に
よ
っ
て
以
後
三
代
に
わ
た
る
同
家
の
繁
栄
を
約
束
し
た
の

　
　
　
⑫

で
あ
る
。
ヴ
ォ
ロ
ス
湾
周
辺
に
は
多
数
の
所
領
が
点
在
し
、
一
時
ヴ

ェ
ネ
チ
ア
の
た
め
に
奪
い
と
ら
れ
た
ハ
ル
ミ
ロ
ス
の
囚
頃
。
ω
出
島
甲

誠
。
降
修
道
院
1
こ
れ
は
8
げ
Φ
o
α
霞
。
ω
》
¢
σ
q
巴
。
ω
の
妻
鑑
鍵
冨

勺
①
時
巴
帯
げ
ρ
ω
が
コ
ソ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ノ
ス
に
与
え
た
も
の
だ
っ
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ギ
ユ
ビ
ブ
　
ル

も
、
デ
ス
ポ
テ
ス
の
手
で
返
還
さ
れ
た
。
一
二
四
六
年
の
銀
印
文
書

は
、
同
修
道
院
を
は
じ
め
、
附
属
の
土
地
、
ぶ
ど
う
畑
、
畑
地
、
果
樹
圏
、

水
車
そ
の
他
一
切
の
不
動
産
を
コ
ソ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ノ
ス
の
も
の
と
確

認
し
、
さ
ら
に
同
院
に
か
か
る
国
税
（
脳
竃
。
q
嫡
會
§
8
隷
q
琴
餐
）
二
〇
、

五
ヒ
ュ
ペ
ル
ピ
ュ
ラ
を
免
除
、
併
せ
て
ハ
ル
ミ
ロ
ス
地
方
の
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
欄
家
役
人
の
立
入
り
禁
止
を
明
示
し
た
。
・
コ
ソ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ノ

ス
・
メ
リ
セ
ノ
ス
に
対
す
る
特
権
の
下
賜
は
そ
の
後
も
広
汎
に
行
わ

れ
、
た
と
え
ば
、
マ
ク
リ
ニ
ツ
ァ
地
方
の
囚
舞
鷲
a
暴
村
（
従
来
は

国
庫
に
五
〇
ヒ
ュ
ペ
ル
ピ
ュ
ラ
を
納
め
て
い
た
）
は
全
顧
的
に
か
れ
の
支

配
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
（
隷
q
設
へ
。
ミ
養
～
さ
軍
士
へ
鷲
）
。
そ
し
て
右

の
ヒ
ラ
リ
オ
ソ
修
道
院
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
村
に
関
し
て
コ
ソ

ス
タ
ソ
テ
ィ
ノ
ス
は
、
現
在
は
も
ち
ろ
ん
将
来
に
わ
た
っ
て
、
要
塞

建
設
（
§
q
琶
。
ミ
q
騨
）
と
造
船
（
§
叫
。
ミ
。
ミ
q
群
）
の
義
務
を
除
く
他
の

　
　
　
ラ
イ
ト
ウ
ル
ギ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

一
切
の
公
的
負
担
を
免
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
か
れ
が
獲

得
し
た
も
の
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
一
こ
れ
ら
は
す
べ
て
息
子

の
蜜
o
o
㌶
ω
O
O
ヨ
器
昌
。
の
罵
①
房
ω
魯
。
ω
に
う
け
つ
が
れ
、
さ
ら

に
こ
の
ニ
コ
ラ
ス
が
デ
メ
ト
リ
ア
ス
地
方
ド
ロ
ソ
ゴ
ス
山
に
建
立
し

た
6
げ
①
o
ヨ
簿
。
増
竃
ρ
閃
鉱
巳
註
。
・
ω
ρ
修
道
院
の
所
有
物
と
な
っ
た
。

一
二
七
二
年
、
こ
の
修
道
院
に
あ
て
て
ミ
カ
エ
ル
現
世
パ
レ
片
白
ゴ

ス
は
黄
金
印
璽
文
書
（
ク
リ
ュ
ソ
ブ
ー
ル
）
を
畠
し
、
同
院
所
属
の
土

地
、
小
修
道
院
を
確
認
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
院
に
は
、
鑓
9
σ
q
幣

○
⇔
o
o
℃
鐸
δ
P
団
■
○
Φ
露
¢
霞
δ
ω
”
涙
鴇
◎
ω
譲
出
鴛
δ
戸
菊
ρ
鍔
。
・
僧
M

旨
○
び
亭
℃
H
賃
脅
○
ヨ
①
の
五
つ
の
小
修
道
院
（
メ
ト
キ
ォ
ン
）
が
属
し
て

い
る
ほ
か
、
一
二
つ
め
村
落
（
賦
曙
℃
島
・
囚
ρ
箕
切
取
2
宍
《
巴
艮
巴
①
p
σ
Q
覧
象
§
）
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と
、
一
ニ
ケ
所
に
点
在
す
る
ぶ
ど
う
畑
な
ど
都
合
十
一
口
に
の
ぼ
る
不

動
産
が
数
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
経
営
に
は
、
パ
ロ
イ
コ
イ
、
ア
ソ
ト

ロ
ー
ポ
イ
な
ど
の
隷
農
が
使
役
さ
れ
た
。

　
メ
リ
セ
ノ
ス
家
の
領
主
農
民
関
係
に
つ
い
て
知
れ
る
所
は
あ
ま
り

多
く
な
い
が
、
＜
①
滞
鉱
鵠
Φ
村
で
は
零
落
し
た
農
民
の
土
地
売
却

が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
お
り
（
冨
ド
募
9
徴
垂
訓
8
ρ
窯
8
0
㌶
。
。
じ
づ
貧
α
霧
・

O
自
ω
鍵
馨
凶
8
ω
囚
霧
N
乙
○
器
ω
藁
○
扇
§
。
ω
囚
暮
風
α
。
器
ω
ら
）
隷
農
化
の

道
を
迩
る
も
の
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
土
地
の
売
却
は
、
二
器
ラ
ス
が

プ
ロ
ノ
イ
ア
と
し
て
下
賜
さ
れ
た
U
曙
9
呂
ぴ
①
影
村
で
も
行
わ
れ

た
。
こ
こ
の
住
民
鎧
ざ
げ
9
鮎
》
冠
。
財
。
箕
詳
N
霧
、
お
よ
び
｝
o
｝
影
類
同
霧

試
Φ
箏
。
貯
ヨ
。
ω
の
未
亡
人
N
O
α
は
洩
己
の
ω
賦
巴
ω
（
耕
地
、
ぶ
ど
う

畑
な
ど
）
を
各
女
一
二
、
五
ヒ
ュ
ペ
ル
ピ
ュ
ラ
で
メ
リ
セ
ノ
ス
に
売
っ

て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
プ
ロ
ノ
イ
ァ
指
定
地
の
住
民
が
薩
ち
に
プ

。
ノ
イ
ァ
保
有
者
の
隷
騨
鍵
民
に
な
・
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
が
、
半
面
、
メ
リ
セ
ノ
ス
の
「
好
意
」
の
強
調
（
た
と
え
ば
、

葱
も
3
鴨
嚢
～
＆
象
篭
澆
曽
ミ
℃
と
し
て
右
の
竃
・
≧
魯
。
馨
｝
言
。
ω
の
土
地
を
保

有
し
え
た
メ
リ
セ
ノ
ス
が
十
ニ
ヒ
ュ
ペ
ル
ピ
ュ
ラ
で
買
上
げ
た
）
か
ら
、
当

時
の
一
般
的
な
領
主
農
民
関
係
の
き
び
し
さ
を
逆
に
類
推
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
自
由
農
民
の
隷
属
化
の
例
で
あ
る
が
、

既
に
誰
か
の
パ
ジ
イ
コ
イ
ピ
な
っ
て
い
た
も
の
で
、
今
度
は
メ
リ
セ

ノ
ス
家
の
支
配
下
に
入
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
　
O
Φ
ヨ
①
窪
霧
主
教

か
ら
ネ
ア
・
ペ
ト
ラ
院
に
な
さ
れ
た
寄
進
に
含
ま
れ
る
「
若
干
の
ワ

ラ
キ
ア
人
」
（
旨
㌃
黛
勲
ミ
袋
4
哲
ミ
ベ
雲
量
袋
警
唱
暑
。
三
食
q
唱
烹
遷
て

蝿
ミ
O
℃
豊
ミ
§
・
）
が
そ
れ
で
あ
り
、
　
か
れ
ら
は
主
教
鎮
ざ
冨
巴

℃
導
鍵
簿
。
ω
の
個
人
的
奉
仕
に
当
り
、
か
れ
の
死
後
メ
リ
セ
ノ
ス
建

立
修
道
院
に
従
属
し
た
。
こ
こ
に
は
、
明
ら
か
に
否
イ
・
イ
の
人

格
的
隷
属
の
進
行
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
ニ
コ
ラ
ス
は
母
マ
リ
ア
と
名
誉
・
富
に
お
い
て
優
る
と
も
劣
ら
ぬ

女
を
妻
に
迎
え
た
。
そ
れ
が
ミ
カ
エ
ル
八
割
の
め
い
》
昌
養
O
o
営
，

き
p
o
ω
℃
巴
Φ
o
δ
σ
q
O
ω
で
あ
っ
た
。
　
か
の
女
は
自
ら
の
資
産
を
中
核

に
し
て
、
同
じ
く
デ
メ
ト
リ
ア
ス
地
方
の
U
曙
ρ
昌
g
げ
器
ロ
器
由
に

頃
ρ
σ
q
β
｝
o
副
ゆ
℃
樋
。
費
9
つ
。
尼
僧
院
（
名
。
ρ
噂
簿
畦
ρ
院
と
も
呼
ば
れ
た
）

を
建
て
、
夫
ニ
コ
ラ
ス
か
ら
は
、
上
下
U
q
ρ
髭
ぴ
器
鵠
器
の
地
お
よ
び

三
つ
の
小
修
道
院
（
ぎ
簿
霞
。
費
碧
σ
q
㌶
罫
8
ぎ
。
・
瓢
㊦
・
・
聴
冨
ω
§
。
§
）

を
与
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
同
院
は
、
の
ち
に
男
子
修
道
院
に
変
わ
る

ま
で
に
、
テ
サ
ロ
ニ
ケ
の
い
繋
○
ヨ
霧
修
道
院
の
保
有
に
入
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
恥
要
す
る
に
メ
リ
セ
ノ
象
は
デ
ス
ポ
テ
ス
の
外
戚

と
し
て
、
コ
ソ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ノ
ス
、
ニ
コ
ラ
ス
ニ
代
に
わ
た
っ
て
ヴ
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ビザソツ宋期テサリアの封建舗（米田）

オ
ロ
ス
湾
周
辺
に
大
き
な
勢
力
を
確
立
し
、
同
地
の
実
質
的
支
配
者

に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
か
れ
ら
は
エ
ピ
ロ
ス
の
隆
盛
に

少
な
か
ら
ぬ
働
き
を
し
て
い
る
し
、
ビ
ザ
ソ
ツ
皇
帝
と
全
く
同
様
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

．
双
頭
の
鷲
を
あ
し
ら
っ
た
紋
章
を
も
っ
て
家
紋
と
し
て
い
た
。
『

　
一
方
、
メ
リ
セ
ノ
ス
家
と
な
ら
ん
で
十
三
世
紀
テ
サ
リ
ア
を
代
表

し
た
有
名
費
族
℃
o
＃
鉱
首
ゴ
霧
家
は
、
も
と
も
と
イ
タ
リ
ア
・
ノ
ル

マ
ソ
系
の
家
柄
で
、
祖
℃
簿
興
○
鴎
と
躍
騨
は
閃
。
σ
①
詳
O
鼠
ω
o
震
α

の
エ
ピ
ロ
ス
攻
撃
に
加
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
の
ち
ビ
ザ
ソ
ツ

皇
帝
に
仕
え
る
身
と
な
り
、
以
後
ト
ラ
キ
ア
地
方
に
大
き
な
富
を
獲

得
し
、
同
家
の
一
分
家
は
テ
サ
リ
ア
、
セ
ル
ヴ
ィ
ア
附
近
に
定
着
し

　
⑬
た
。
ラ
テ
ン
帝
国
建
設
の
時
点
で
、
ペ
ト
ラ
リ
フ
ァ
ス
家
は
、
ニ
ケ

ア
皇
帝
に
つ
く
も
の
（
細
○
ぎ
．
℃
①
鉾
鑑
9
霧
）
と
っ
か
な
い
も
の
に
分

れ
た
が
、
ヨ
ハ
ネ
ス
の
妹
マ
リ
ア
は
、
上
述
の
如
く
、
エ
ピ
ロ
ス
の

テ
オ
ロ
ド
ス
・
ア
ソ
ゲ
ロ
ス
の
妻
と
な
り
、
ま
た
ヨ
ハ
ネ
ス
の
娘
の

ひ
と
り
8
闘
①
o
α
o
窮
は
同
じ
く
エ
ピ
ロ
ス
の
君
主
、
　
ミ
カ
エ
ル
ニ

世
ア
ソ
ゲ
ロ
ス
に
嫁
い
だ
。
現
在
わ
れ
わ
れ
が
お
か
れ
て
い
る
史
料

状
態
で
は
、
同
家
の
財
産
状
態
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

こ
の
外
戚
関
係
か
ら
し
て
そ
の
富
は
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
だ
っ
た

に
違
い
な
い
。

　
エ
ビ
μ
ス
政
権
は
、
メ
リ
セ
ノ
ス
、
ペ
ト
ラ
リ
フ
ァ
ス
家
と
い
っ
た

有
力
貴
族
と
提
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
安
定
し
た
勢
力
を

も
ち
え
た
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
貴
族
の
寡
頭
支
配
で
あ
っ
た
。

地
方
で
も
同
様
の
事
態
が
あ
っ
た
。
エ
ピ
ロ
ス
国
は
全
土
が
規
模
の

小
さ
い
テ
マ
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
大
抵
の
テ
マ
は
そ
の
区
域
内
に

一
つ
及
至
二
つ
の
領
域
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
都
遷
が
、

自
立
的
傾
向
の
つ
よ
い
ア
ル
数
ソ
に
支
配
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

デ
ス
ポ
テ
ス
の
権
力
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
　
U
琴
芝
N
ρ
切
幕
旨
9
P
跨
騨
騨
市
な
ど
に
お
け
る
ア
ル
コ

ソ
に
よ
る
悪
政
掌
握
、
　
テ
サ
ロ
ニ
ケ
の
元
老
院
組
織
　
（
古
代
の
元
老

院
と
は
全
く
質
的
に
異
な
る
）
は
こ
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
　
テ
サ
リ

ア
で
の
封
建
化
、
α
Φ
。
窪
貯
ρ
一
一
N
暮
δ
φ
は
デ
ス
ポ
テ
ス
治
下
に
発
展

こ
そ
す
れ
、
後
退
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
①
Ω
●
〉
．
じ
尊
。
物
知
頴
｝
。
℃
。
匿
ゆ
ω
。
9
鑓
馨
言
甘
ω
澹
、
曾
這
O
蒔
（
譲
ユ
。
。
や

　
　
お
ヨ
y
℃
や
り
ρ
琶
㎝
－
①
．

　
②
U
り
諏
鑑
器
憲
国
讐
8
0
肖
碧
口
凱
鼠
こ
づ
器
窟
弩
藷
冨
×
囲
…
×
囲
H
⇔
ゴ
⇔
5
．
（
寓
O
o
H
師
審
鴇

　
　
お
①
O
y
＄
や
b
。
O
ρ

　
③
窯
陣
8
畠
の
O
ぎ
巳
暮
Φ
ω
”
瓢
一
。
・
8
ユ
器
　
（
切
。
昌
謬
p
拓
。
。
窃
y
唱
℃
．
ざ
。
。
あ

　
　
（
二
σ
o
『
器
伴
暮
く
。
昌
戸
O
タ
乞
⑦
び
U
δ
囚
屋
震
討
げ
戦
興
貧
。
び
。
導
民
。
塁
鍵
〒

　
　
伸
ヨ
。
℃
o
｝
”
む
d
団
鑓
馨
附
巳
ω
o
げ
o
O
o
ω
o
鉱
。
露
ω
。
。
o
ξ
①
一
9
び
目
メ
）
．

　
④
冒
窪
甑
こ
℃
℃
．
。
。
O
？
G
。
O
メ
　
　
⑤
H
三
島
二
や
。
。
舞
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⑥
○
●
伍
㊦
≦
＝
魯
畏
傷
〇
三
ジ
霞
。
・
ε
寄
①
留
㌶
。
§
自
簿
㊦
審
O
。
霧
伴
婁
i

　
ぼ
昌
。
℃
｝
ρ
ゆ
Q
Q
悼
q
“
（
d
鵠
σ
q
H
Φ
o
一
口
酌
山
一
）
q
晦
一
ゆ
自
　
＜
o
二
一
㊤
一
匂
ウ
　
梓
．
飴
伍
ω
o
o
δ
同
　
儲

　
筥
O
一
》
軸
O
け
、
勲
匂
噂
も
脅
蝦
同
①
壇
9
δ
億
昌
O
℃
9
増
h
ρ
算
㊦
陣
島
⑦
一
富
少
①
仲
嵩
O
¢
ω
O
O
旨
4
自
O
H
層
一
〇
類
ω

　
σ
ゆ
ρ
β
O
O
鰯
唱
畠
①
O
①
塩
汁
㊦
梓
O
屈
増
⑦
・

⑦
円
g
O
ξ
o
巳
。
δ
o
｛
蜜
震
＄
（
鵠
』
ト
ξ
帥
。
さ
9
器
註
鶴
ω
㊤
。
・
9
三
器
、

　
同
O
『
ω
℃
累
く
欝
U
O
昌
α
O
H
ご
一
Φ
Φ
偶
）
讐
℃
娼
．
一
一
Φ
ー
メ

⑧
【
玄
血
．
も
」
翫
㌶
巳
り
魯
N
。
℃
建
り
弩
腎
ミ
建
煙
巳
の
さ
謎
鳶
。
号
．
、
e
葦
ヘ
ミ
の
・

⑨
H
ぼ
α
こ
唱
ワ
嵩
O
ム
G
。
ρ

⑩
〉
暮
騨
。
。
目
ロ
g
ρ
と
。
ご
巴
Φ
（
二
二
．
し
d
幽
　
一
ギ
Φ
一
σ
層
　
℃
9
同
一
ω
顎
　
一
㊤
駆
㎝
）
・
×
鐸

　
回
“
　
）
【
H
H
》
　
H
ω
。

⑪
一
　
〇
｛
・
い
司
Φ
ユ
自
σ
q
p
曽
い
ρ
＝
σ
q
Φ
q
嘩
ω
¢
血
隙
昌
ω
一
、
o
白
℃
躍
⑦
σ
団
N
ρ
昌
諜
轟
’
N
び
。
目
獅
一
犀

　
国
四
鳥
。
く
2
＜
目
H
（
一
り
Φ
H
）
”
℃
℃
・
戸
O
O
I
Q
O
一
同
N
卜
o
l
ω
・

⑫
峯
鉱
。
。
。
8
げ
簿
鎧
巳
δ
」
ぎ
け
餌
⑦
＆
弓
δ
導
p
β
σ
q
『
器
8
旨
・
山
二
器
鼠

　
〔
翌
關
鑑
蜜
〕
》
H
く
．
唱
勺
尋
ω
駆
窃
o
o
ρ
．

⑬
　
目
げ
凶
α
’
立
入
り
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
留
吏
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説
さ
れ
て

　
い
る
。
制
為
黙
爵
。
、
ミ
N
o
O
．
臥
N
染
q
も
§
”
州
。
～
り
勘
論
ミ
為
黛
℃
価
鵯
ミ
h
驚
り
紳
篭
為
o
q
e
、

　
鵠
o
O
q
ひ
．
輔
。
～
り
融
黛
凡
価
淵
黙
℃
e
”
↓
駄
り
黛
、
N
o
q
q
ひ
凡
驚
り
9
。
鵠
食
ミ
唱
叶
黛
み
鳶
隣
～
鵠
黛
℃
蔦

　
嚇
輔
似
為
£
動
唱
染
O
q
へ
O
沁
史
N
O
¢
も
N
O
肋
℃
凡
“
笥
為
O
q
e
笥
ミ
：
：
：
（
坤
げ
一
α
こ
唱
．
ω
幽
Q
Q
“
）

⑭
目
三
ユ
こ
竈
愚
ω
お
ム
合

⑮
岡
三
◎
こ
℃
や
。
。
。
。
？
。
。
・
。
’
隅
院
に
、
ω
紳
・
U
。
ヨ
接
受
。
ω
修
道
院
を
寄
進
し
た

　
8
㊦
鈴
場
O
o
導
欝
魯
。
。
・
ω
貯
箕
①
α
q
o
郊
巳
。
ω
も
テ
サ
リ
ア
の
有
力
春
の
一
人
と
み

　
な
さ
れ
て
い
た
。
　
（
O
栖
目
げ
乙
；
や
ω
O
ρ
）

⑯
岡
ぼ
縣
二
や
や
。
。
。
。
？
ω
P

⑰
写
Q
舞
9
0
劉
国
鵠
霞
霞
①
罷
翼
Φ
翼
器
讐
帥
畠
霧
日
臼
o
o
＄
員
農
山
蜂
。
昌

躍
霧
Φ
。
ま
穏
。
鋭
じ
d
器
9
三
夕
物
§
論
⇔
」
も
Φ
ソ
お
言
舅
”
×
蚤
く
（
一
8
も
。
も
①
）
．
亀
マ

　
ω
◎
　
メ
リ
セ
ノ
ス
家
は
十
六
世
紀
に
な
っ
て
も
依
然
と
し
て
大
き
な
権
勢
を
有
し

　
て
お
り
、
モ
ネ
ソ
バ
シ
ア
心
霊
数
を
も
つ
と
め
た
㌶
巴
左
巻
。
。
・
霞
。
嗣
δ
器
讃
。
。
。

　
は
、
一
五
七
一
年
、
弟
目
｝
6
0
伍
。
増
。
。
・
と
と
も
に
、
紺
ト
ル
コ
戦
の
た
め
に
、
五

　
〇
〇
〇
人
の
歩
兵
と
王
○
○
○
人
の
騎
兵
を
用
意
し
た
。
　
男
　
O
巳
σ
q
o
さ
国
貯

　
嵩
陣
O
『
P
H
冨
O
財
①
目
　
F
　
山
一
℃
一
〇
日
四
鉱
匂
ゆ
O
プ
O
畦
　
凋
鮮
｝
ω
O
プ
O
H
　
畠
O
ω
　
同
Φ
　
匂
げ
噌
α
叶
ω
”

　
該
O
げ
円
O
唱
O
二
け
　
鎮
臼
げ
餌
吋
圃
O
o
ワ
く
O
昌
冨
O
影
O
巴
P
げ
欝
自
陰
｝
野
O
げ
け
O
O
一
毛
郎
昌
一
昌
㈹
8
¢
彰

　
Φ
ρ
　
O
⑦
σ
q
同
酔
ω
汁
ρ
σ
q
　
鱒
①
匂
。
け
σ
q
費
σ
O
　
ρ
篇
ω
　
♂
〈
一
ω
o
ウ
㊦
郁
ω
O
げ
僻
｛
け
　
∬
。
　
回
W
一
σ
雛
Q
仲
ン
O
犀
層

　
　
摂
で
N
．
一
¢
Q
Q
①
（
翌
同
）
α
一
α
q
㊦
び
切
《
N
．
］
）
一
唱
一
〇
導
伊
ぼ
需
”
国
け
仲
ρ
γ
一
り
¢
◎
ω
’
ω
“
Φ
）
“

⑱
O
■
密
8
ご
目
冨
u
。
。
。
唱
。
酔
暮
。
。
｛
三
遷
3
。
。
”
箒
．
b
。
δ
占
①
■
（
》
電
量
巳
x

　
H
’
目
プ
¢
℃
O
伸
同
㊤
＝
℃
げ
ρ
ω
琉
騨
ヨ
一
一
唄
）
曾

⑲
テ
オ
ド
ロ
ス
に
よ
っ
て
、
O
舞
p
N
N
。
の
ア
ル
コ
ン
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、

　
ヒ
㊦
邑
。
ω
勺
Φ
象
ρ
血
搾
。
ω
で
、
か
れ
は
、
コ
ル
フ
ー
の
総
主
教
を
つ
と
め
た
こ
と

　
の
あ
る
家
柄
に
属
し
た
。
　
切
①
匿
げ
。
飼
　
の
ア
ル
コ
ソ
の
～
人
に
も
．
Q
Φ
霞
σ
q
o
ω

　
勺
①
費
㊤
島
淳
。
ω
と
い
う
の
が
い
た
。
　
O
．
窯
一
〇
〇
ご
一
σ
芭
二
℃
．
㊦
G
◎
．

⑳
U
。
》
⇔
α
q
①
δ
～
♂
9
ε
o
亀
0
9
銘
罎
Φ
謬
賭
9
Φ
罫
や
O
ω
■

一di
一

　
デ
ス
ポ
テ
ス
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
ア
ソ
ゲ
ロ
ス
の
抱
い
た
コ
ン
ス
タ

ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
奪
圓
の
夢
を
、
℃
Φ
㌶
σ
q
o
巳
ρ
の
平
原
で
破
っ
た
ニ

ケ
ア
白
薫
帝
蜜
ぢ
プ
9
①
一
く
目
鼻
℃
巴
②
○
ざ
σ
q
O
ω
は
一
二
六
一
年
、
半
世

紀
ぶ
り
に
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
を
ボ
ス
フ
ォ
ロ
ス
の
都
に
復
興
さ
せ
た
。

こ
れ
に
対
し
エ
ビ
買
ス
で
は
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
、
次
い
で
か
れ
の
息
子

Z
ぢ
O
勺
獣
○
弓
○
匂
陰
（
o
．
　
一
b
o
Φ
二
一
。
顧
　
一
も
⊃
㊤
鯛
）
が
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル

に
対
抗
す
る
姿
勢
を
と
り
つ
づ
け
、
テ
サ
リ
ア
で
は
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
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の
妾
腹
の
子
捨
ン
書
室
ω
σ
o
爵
霧
（
o
・
　
一
b
o
①
¶
…
o
．
　
一
b
o
o
Q
㊤
）
が
「
テ
サ
リ

ア
の
ω
①
σ
七
口
。
醇
暮
。
こ
と
称
し
て
、
よ
り
徹
底
し
た
反
コ
ン
ス
タ

ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
政
策
を
展
開
し
た
。
ヨ
ハ
ネ
ス
は
、
ネ
オ
パ
ト
ラ

ス
に
都
を
定
め
、
テ
サ
リ
ア
地
方
に
定
着
し
て
い
た
ワ
ラ
キ
ア
人
と

外
戚
関
係
を
作
っ
た
。
そ
し
て
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
、
ミ
カ
エ
ル
八
世
に
対

抗
す
る
た
め
に
娘
麟
⑩
冨
口
①
を
、
ア
カ
イ
ア
公
○
点
団
α
巴
ρ
図
○
。
げ
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
嫁
が
せ
、
嫁
資
と
し
て
ラ
ミ
ア
市
、
ラ
リ
ッ
サ
市
を
与
え
た
。
従

っ
て
、
ミ
エ
カ
ル
八
世
パ
レ
オ
ロ
ゴ
ス
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー

プ
ル
を
ギ
リ
シ
ア
人
の
首
都
と
し
て
回
復
し
た
の
ち
も
自
己
の
権
限

を
か
つ
て
の
帝
国
領
す
べ
て
に
お
し
ひ
ろ
げ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
と

く
に
テ
サ
リ
ア
に
関
し
て
は
、
ご
く
形
式
的
な
つ
な
が
り
で
満
足
せ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
ネ
オ
パ
ト
ラ
ス
公
と
ア
テ
ナ
イ
公
と
の
婚
姻
関
係
の

成
立
は
、
テ
サ
リ
ア
に
お
け
る
封
建
制
の
進
展
に
新
た
な
刺
戟
を
与

え
た
も
の
だ
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
一
三
〇
三
年
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ド

ゥ
カ
ス
の
後
継
者
と
し
て
テ
サ
リ
ア
を
治
め
て
い
た
O
O
塁
窺
暮
や

⇒
。
ω
（
回
的
G
Q
Φ
一
一
Q
◎
O
も
Q
）
が
幼
い
旨
○
冨
爵
①
ω
顕
（
お
8
1
嶺
）
を
残
し

て
没
し
た
と
き
、
　
テ
サ
リ
ア
の
貴
族
た
ち
は
、
　
コ
ソ
ス
タ
ソ
テ
ィ

ノ
ス
が
死
の
床
で
、
か
れ
ら
に
下
し
た
最
後
の
命
令
を
協
議
し
た
。

自
分
の
死
後
、
ア
テ
ナ
イ
公
○
曙
傷
⑦
㌶
涛
。
。
げ
㊦
に
仕
え
よ
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
コ
ン

う
の
が
そ
の
命
令
で
あ
っ
た
。
貴
族
の
集
会
は
結
局
、
次
の
よ
う
に

決
定
し
た
。
も
し
ド
ラ
μ
シ
ュ
が
、
わ
れ
ら
テ
サ
リ
ア
の
ア
ル
コ
ソ

を
ビ
ザ
ソ
ツ
皇
帝
や
エ
ピ
ロ
ス
・
デ
ス
ポ
テ
ス
、
さ
ら
に
は
ブ
ル
ガ

ー
ル
の
ツ
ァ
ー
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
な
ら
、
そ
し
て
ア
ル
コ
ソ
の
諸

特
権
を
承
認
し
て
く
れ
る
な
ら
、
か
れ
を
コ
ン
ス
タ
ソ
テ
ィ
ノ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

後
継
者
た
る
ヨ
ハ
ネ
ス
ニ
世
の
後
見
人
と
認
め
よ
う
と
。
か
れ
ら
は
、

の
ち
に
ド
ラ
ロ
シ
ュ
が
テ
サ
リ
ア
に
到
着
し
た
と
き
、
忠
誠
の
誓
い

を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
典
型
的
な
封
建
契

約
で
あ
り
、
単
な
る
形
式
や
口
約
束
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
と
い

う
の
は
、
ド
ラ
ロ
シ
ュ
が
ア
テ
ナ
イ
か
ら
北
上
し
て
、
フ
ァ
ナ
リ
オ

ソ
に
進
み
、
南
下
し
て
き
た
ピ
ザ
ソ
ツ
の
軍
隊
と
こ
と
を
構
え
た
と

き
、
か
れ
の
軍
隊
に
は
、
名
前
は
分
か
ら
な
い
が
、
十
八
人
の
テ
サ

リ
ア
の
バ
ロ
ン
が
十
八
部
隊
、
六
〇
〇
〇
人
の
騎
兵
と
三
〇
、
0
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

○
の
歩
兵
を
卒
い
て
加
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
テ
サ
リ

ア
の
「
反
ビ
ザ
ソ
ツ
」
を
こ
こ
に
如
実
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

　
一
方
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
は
こ
う
し
た
状
態
を
収
卜
し
、

自
己
の
権
力
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
策
を
講
じ
た
。
た
と

105 （591）



え
ば
、
　
一
三
〇
八
年
、
ド
ラ
ロ
シ
ュ
が
死
亡
し
た
と
き
、
ア
ン
ド
窟

ニ
コ
ス
一
二
世
パ
レ
オ
獄
ゴ
ス
は
、
テ
サ
リ
ア
に
残
さ
れ
た
ヨ
ハ
ネ
ス

三
世
に
、
自
分
の
妾
腹
の
子
童
話
⇒
①
を
嬰
ら
せ
友
好
的
関
係
を
樹

　
　
　
　
　
④

立
さ
せ
た
し
、
一
三
一
八
年
、
こ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ニ
世
が
没
し
た
と
き
、

同
帝
は
、
こ
れ
ま
で
ヨ
ハ
ネ
ス
に
与
え
て
い
た
軍
事
援
助
を
足
が
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

り
に
、
テ
サ
リ
ア
を
「
や
も
め
の
封
土
」
（
§
鳶
。
ミ
s
8
亀
ミ
）
と
呼
び
、

こ
こ
に
積
極
的
な
干
渉
を
試
み
た
。
ま
た
三
三
年
に
は
、
炎
時
テ
サ
リ

ア
の
実
質
的
支
配
老
と
臼
さ
れ
て
い
た
ω
富
℃
げ
弩
。
ω
○
ρ
げ
凱
⑦
δ
℃
♀

島
。
の
の
死
亡
を
契
機
に
、
テ
サ
ロ
ニ
ケ
方
面
の
軍
司
令
官
試
ざ
げ
即
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

鎮
。
欝
q
ヨ
鶉
。
げ
○
ω
を
テ
サ
リ
ア
に
送
り
込
ん
だ
。
し
か
し
、
い
つ
れ
の

場
合
も
持
続
性
の
あ
る
支
配
権
を
う
ち
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
一
八
年
の
場
合
は
、
折
し
も
カ
タ
ロ
ニ
ア
傭
兵
が
私
腹
を
肥
さ
ん

が
た
め
南
か
ら
テ
サ
リ
ア
に
攻
め
の
ぼ
り
、
⇔
o
ヨ
。
。
ρ
℃
財
貧
ω
巴
8

ラ
ミ
ア
、
ネ
オ
パ
ト
ラ
ス
帯
を
占
領
し
て
し
ま
っ
た
し
、
蹉
三
年
の

場
合
は
西
か
ら
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
侵
入
が
告
げ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ

た
。
か
て
て
加
え
て
、
現
地
の
封
建
領
主
層
は
自
ら
の
独
立
的
地
位

　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も

を
守
る
た
め
独
自
に
外
国
勢
力
と
提
携
し
た
り
、
領
主
相
互
の
ヒ
エ

ラ
ル
ヒ
ー
を
形
成
し
た
り
し
た
。
テ
サ
リ
ア
の
半
独
立
と
い
う
点
で

は
、
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方
が
重
要
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
上
に
述

べ
た
こ
と
の
あ
る
大
貴
族
メ
リ
セ
ノ
ス
家
で
あ
る
が
、
同
家
は
、
ア

テ
ナ
イ
か
ら
b
弓
。
＆
9
欝
舞
に
ま
で
進
出
し
て
き
た
カ
タ
ロ
ニ
ア
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
一
貴
族
累
◎
〈
巴
ざ
ω
家
と
姻
戚
関
係
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
Ω
帥
再
一
巴
。
唱
○
乱
○
ω
家
は
広
汎
な
領
域
を
支
配
し
、
そ
こ
に
封

建
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
樹
立
し
て
い
る
。

　
ガ
ブ
リ
エ
ロ
プ
ロ
ス
家
が
、
テ
サ
リ
ア
史
の
上
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
る
の
は
、
一
三
一
二
三
年
に
男
主
ω
＄
℃
げ
ρ
⇒
o
ω
が
没
し
た
時

で
、
史
家
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
　
こ
の
時
、
　
エ
ピ
ロ
ス
の

｝
○
び
ρ
獅
昌
①
。
。
O
o
巳
塗
ω
（
9
甑
巴
）
が
東
進
し
て
ス
テ
フ
ァ
ノ
ス
の
一
連

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
所
有
地
を
奪
っ
た
が
、
ビ
ザ
ソ
ツ
軍
は
ミ
カ
エ
ル
・
モ
ノ
マ
コ
ス

指
揮
下
に
U
矯
o
o
ω
8
ヨ
8
（
現
在
の
℃
鴇
α
q
纂
。
。
。
）
附
近
に
進
出
し
、

さ
ら
に
次
の
諸
市
、
す
な
わ
ち
、
　
囚
霧
窪
斜
ω
富
σ
Q
漕
円
平
野
騨
p
一
2

℃
げ
窪
鍵
δ
P
O
ρ
諺
勲
里
。
翻
国
一
霧
ω
o
騨
を
支
配
下
に
お
い
て
、
オ
ル

シ
ユ
を
駆
逐
し
た
と
い
う
。
　
こ
の
記
述
は
、
は
し
な
く
も
、
　
ス
テ

フ
ァ
ノ
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ロ
プ
ロ
ス
の
支
配
領
域
を
示
し
て
い
る
。
か

れ
は
こ
れ
ら
の
都
市
、
周
辺
の
農
村
か
ら
多
額
の
税
を
収
取
し
た
封

建
領
主
に
ま
ち
が
い
な
い
。
か
れ
に
関
す
る
も
う
一
つ
の
書
及
は
、

二
三
壬
二
年
秋
こ
ろ
の
ア
ソ
ド
ニ
コ
ス
三
世
の
一
文
霧
に
あ
り
、
故

℃
⑦
σ
q
O
鼠
零
ω
某
の
所
有
地
の
う
ち
の
ト
リ
ヵ
ラ
に
近
い
沼
地
、
森
を
、
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耕
地
に
か
え
た
竃
器
げ
巴
巴
＄
ω
は
、
　
．
．
p
暮
プ
。
暮
Φ
信
o
p
ω
Φ
び
舘
ゆ
。
，

ぎ
暮
鶏
（
～
）
ω
滋
℃
げ
巷
。
印
Ω
ρ
ぴ
銑
2
0
℃
o
巳
○
ω
．
．
の
指
令
で
そ
の
地

を
保
有
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
ミ
カ
ラ
ケ
ス
は

皇
帝
か
ら
直
接
詔
書
を
拝
受
で
き
る
身
分
、
つ
ま
り
自
由
人
で
あ
る

か
ら
、
ス
テ
フ
ァ
ノ
ス
は
同
地
方
の
自
由
人
を
も
実
質
的
に
支
配
し

て
い
た
と
推
論
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
ビ
ザ
ソ
ツ
勢
力
の
浸
透
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ガ
ブ
リ
エ
ロ
プ
ロ
ス

家
は
依
然
と
し
て
テ
サ
リ
ア
に
確
固
た
る
地
位
を
保
っ
て
い
た
。
ス

テ
フ
ァ
ノ
ス
の
患
子
と
思
わ
れ
る
謀
8
げ
ρ
巴
○
餌
び
ユ
巴
。
喝
。
巳
○
ω
は
、

二
二
四
一
年
に
は
じ
ま
る
｝
o
げ
き
⇔
Φ
ω
＜
℃
巴
o
o
｝
o
σ
q
o
。
・
と
｝
o
げ
午

瓢
ご
①
ω
＜
回
O
聖
日
夢
。
煽
N
①
瓢
。
ω
の
対
立
に
あ
た
り
、
他
の
テ
サ
リ
ア
の

封
建
貴
族
と
と
も
に
後
者
の
有
力
な
支
持
老
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、

か
れ
は
、
テ
サ
リ
ア
の
都
市
貴
族
と
堅
い
封
建
契
約
を
取
り
結
ん
で
、

自
己
の
支
配
を
確
か
な
ら
し
め
た
。
モ
ノ
マ
コ
ス
の
支
配
力
が
弱
ま

っ
た
一
三
四
一
年
、
「
テ
サ
リ
ア
の
あ
る
じ
「
（
ミ
辱
§
負
沖
孚
q
ミ
へ
穂
）

と
な
っ
て
再
び
フ
ァ
ナ
リ
オ
ソ
市
を
掌
握
し
た
と
き
、
ミ
ヵ
エ
ル
は
、

同
前
の
大
小
、
聖
俗
ア
ル
コ
ソ
（
需
へ
ヘ
ミ
禽
動
員
～
褻
さ
。
へ
讐
〔
さ
畏
§
～
嚢
～
〕

博
き
§
へ
）
、
ク
リ
ュ
ソ
ブ
ー
ル
拝
領
者
［
（
慧
¢
8
曾
ζ
鳶
発
8
イ
ク
ス
ク

セ
イ
ア
享
受
者
（
砺
q
映
Q
く
q
q
黙
『
。
へ
）
が
提
起
し
た
要
求
に
応
え
て
大
略
つ
，

ぎ
の
如
き
約
束
を
与
え
た
。

　
ω
現
在
ス
ト
ラ
チ
テ
ー
ス
（
兵
士
）
な
る
も
の
、
お
よ
び
将
来
な

ら
ん
と
す
る
も
の
は
通
常
の
軍
事
奉
仕
（
q
9
ミ
§
§
曽
動
。
c
ミ
§
）

　
　
　
　
　
　
　
カ
ス
ト
ロ
ン

を
行
う
の
み
で
、
要
塞
づ
め
（
§
ぎ
穿
λ
§
ε
ミ
§
は
免
除
さ
れ

る
。　

㈲
ミ
カ
エ
ル
は
、
今
後
、
こ
の
フ
ァ
ナ
リ
オ
ソ
地
方
に
ア
ル
バ
ニ

ア
人
を
決
し
て
移
住
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
に
、

ク
リ
ュ
ソ
ブ
ー
ル
や
プ
痒
ス
タ
グ
マ
に
よ
っ
て
土
地
を
与
え
ら
れ
、

こ
の
地
に
住
み
つ
い
た
ア
ル
バ
ニ
ア
人
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
居
住

を
み
と
め
る
。

　
㊥
す
べ
て
フ
ァ
ナ
リ
ソ
オ
ソ
の
人
々
は
向
こ
う
三
年
問
い
か
な
る

軍
事
奉
仕
も
求
め
ら
れ
な
い
。
三
年
後
は
通
常
の
奉
仕
を
フ
”
，
ナ
リ

オ
ソ
要
塞
の
な
か
で
の
み
行
う
。

　
㊥
ア
ル
コ
ソ
は
、
ク
リ
ュ
ソ
ブ
ー
ル
や
プ
ロ
ス
タ
グ
マ
な
ど
皇
帝

文
書
に
よ
っ
て
、
O
o
鼠
欝
曽
そ
の
他
の
地
に
え
た
土
地
を
ひ
き
つ
づ

き
保
有
し
て
よ
い
。

　
㈲
フ
ァ
ナ
リ
オ
ソ
要
塞
は
他
の
い
か
な
る
も
の
の
権
力
下
に
入
れ

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
こ
に
フ
ラ
ン
ク
軍
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
も
な

い
。
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俘
・
ナ
リ
オ
ソ
の
人
姦
、
欝
の
軍
妻
仕
、
瞭
墜
．
結
婚

税
、
穀
物
提
供
を
の
ぞ
き
、
い
か
な
る
税
、
義
務
（
宿
罵
提
供
、
焼
パ

ソ
提
供
《
ぶ
ど
う
酒
、
油
の
供
出
、
放
牧
税
、
豚
の
十
分
一
一
税
、
他
処
の

要
塞
の
修
復
義
務
）
も
要
求
さ
れ
ぬ
。

　
ω
不
忠
と
不
服
従
の
責
あ
る
も
の
は
、
全
ア
ル
コ
ソ
出
席
の
裁
判

で
裁
か
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
ル
　
コ
　
ン

　
つ
ま
り
、
フ
ァ
ナ
リ
オ
ン
市
の
支
配
者
層
は
、
城
塞
内
の
通
常
軍
事

．
奉
仕
（
具
体
的
内
容
は
不
明
）
、
関
税
・
結
婚
税
の
支
払
い
、
穀
物
提
供

の
義
務
の
履
行
と
ひ
き
か
え
に
、
特
権
的
地
位
（
土
地
保
有
な
ら
び
に

城
内
裁
判
権
）
の
確
認
を
え
た
の
で
あ
っ
て
、
　
こ
こ
に
、
　
フ
ァ
ナ
リ

オ
ン
．
ア
ル
コ
ン
と
ミ
カ
エ
ル
・
ガ
ブ
リ
エ
μ
プ
ロ
ス
の
封
建
関
係

の
成
立
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
文
書
が
、
「
誓
約
の
書
」

（舶

ｹ
弐
O
交
e
黛
、
S
℃
曳
も
袋
蓑
蓑
9
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
が
象
徴
的
で
あ
る
。

　
　
一
三
四
八
年
、
セ
ル
ビ
ア
の
ω
富
貯
昌
U
議
舘
μ
に
よ
っ
て
征
服
さ

れ
る
テ
サ
リ
ア
は
、
か
く
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
意
味
で
の
封
建

制
、
権
力
の
分
散
の
傾
向
、
封
建
契
約
と
封
建
的
身
分
の
構
成
を
知

っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
ド
ゥ
シ
ャ
ソ
支
配
下

に
あ
っ
て
も
、
テ
サ
リ
ア
の
社
会
構
造
は
大
き
な
変
化
を
蒙
る
こ
と

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
こ
の
点
に
つ
い
て
本
稿
は
ふ
れ
る
余

裕
を
も
た
な
い
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
⑮
己

　
①
u
．
≧
。
。
ご
駕
。
8
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養
↓
ぎ
口
。
。
騨
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9
副
霧
8
畿
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ω
。
｛
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δ
“
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ω
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O
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一
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⑦
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．
＜
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一
a

　
　
訪
翌
日
伴
一
9
岩
く
卑
⑦
昌
8
の
自
。
一
一
〇
遷
①
o
暁
9
訴
帥
一
〇
自
域
の
¢
一
σ
q
類
。
「
’
濁
仲
℃
缶
ω
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茜
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σ
Q
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コ
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＝
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ヨ
Φ
。
段
σ
々
器
。
◎
o
σ
q
話
蓬
け

　
　
9
鍵
貯
ρ
霧
三
〇
旨
鉾
㊦
韓
¢
ヨ
一
瓢
。
ひ
“
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．
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ユ
9
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り
b
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。
。
あ
（
切
O
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。
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＜
、
。
や
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壁
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。
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酔
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干
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認
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）
。

　
⑦
隈
・
ζ
ω
⑳
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野
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．
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σ
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製
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q
⑦
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α
霞
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ω
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9
。
，
9
貯
α
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ω
9
窪

　
　
菊
。
一
〇
げ
。
ω
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匹
切
⑦
σ
q
①
ω
富
呂
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罫
卜
。
お
Q
。
肺
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。
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O
ρ

　
⑪
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罫
く
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卜
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①
O
無
毒
1
1
8
雲
霞
緊
琶
塁
り
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篇
o
o
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琶
二
月
9

　
　
翼
畠
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習
営
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o
H
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蹄
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霞
b
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讐
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b
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①
曾
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⑫
　
、
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衰
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℃
．
Ω
声
峯
三
。
。
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由
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濃
罠
と
見
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が
、
わ

　
　
れ
わ
れ
は
、
目
く
・
勾
冤
塁
訪
と
同
様
、
こ
れ
を
世
襲
の
小
ア
ル
コ
ソ
と
考
え
る
、

　
　
o
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．
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。
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ビザンツ末期テサリアの謝建禰（米田）

o
剛
夢
Φ
切
鴫
N
■
国
ヨ
℃
騨
。
層
b
ご
ρ
×
目
×
（
一
〇
鍋
）
’
や
這
Q
。
…
錦
囚
鴇
ユ
伊
弓
9

ω
O
O
㌶
隔
簿
灘
蓉
仲
駕
器
O
鴨
鉱
さ
｝
憎
O
剛
さ
陶
瓢
③
な
陰
O
隔
勺
嗣
一
聖
麺
ユ
O
嵩
簡
轟
8
｝
δ
ω
。
陰
紀
く

（一

B。

ｨ
y
．
鳴
鳶
唱
ミ
鼠
”
メ
≦
鵠
（
這
象
）
．
キ
リ
ス
論
文
は
未
見
。
　
。
｛
．
切
憲
．

N
①
一
お
。
財
ユ
津
’
U
く
囲
瓢
（
一
㊤
＄
）
”
ω
．
ホ
心
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
テ
サ
リ
ア
に
お
け
る
政
治
情
勢
を
時
代
を
追

っ
て
瞥
見
し
た
が
、
次
に
は
、
こ
う
し
た
反
中
央
的
志
向
を
示
し
つ

づ
け
た
西
部
属
州
に
対
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
が
ど
の
よ

う
な
態
度
を
と
っ
た
か
を
よ
り
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
皇
帝
政
府
は

テ
サ
リ
ア
を
帝
国
の
完
全
な
一
国
州
と
し
て
支
配
し
た
い
と
希
っ
て

い
た
。
　
上
に
述
べ
た
如
く
、
　
ア
ソ
ド
ロ
ニ
コ
ス
ニ
世
が
こ
の
地
を

「
や
も
め
の
封
土
」
と
呼
び
武
力
干
渉
を
試
み
た
こ
と
や
、
ア
ソ
ド

ロ
ニ
コ
ス
三
世
が
ミ
カ
エ
ル
・
モ
ノ
マ
コ
ス
を
派
遣
し
て
同
地
方
の

直
接
経
略
に
当
ら
せ
た
事
実
は
そ
の
端
的
な
あ
ら
わ
れ
と
い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
失
敗
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
考
え
で

は
、
こ
の
当
時
の
ビ
ザ
ン
ツ
の
政
治
の
あ
り
方
は
、
か
つ
て
世
界
帝
国

と
う
た
わ
れ
た
頃
の
そ
れ
と
基
本
的
に
異
っ
て
い
た
し
、
違
っ
て
い

て
本
当
な
の
で
あ
る
。
各
地
で
顕
ら
か
に
な
る
α
①
8
簿
弓
鵠
一
夷
心
9
μ

を
前
に
し
て
、
超
越
的
な
中
央
権
力
に
よ
る
モ
ナ
ル
キ
ア
は
多
分
に

有
効
性
を
失
い
、
多
頭
政
治
つ
ま
り
ポ
リ
ア
ル
キ
ア
が
為
政
者
に
よ

っ
て
現
実
の
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。
地
方
に
臨
む
中
央
の

姿
勢
も
こ
の
点
か
ら
理
解
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
の
で

あ
る
。
一
三
七
〇
年
代
に
、
ヨ
ハ
ネ
ス
五
世
パ
レ
オ
ロ
ゴ
ス
帝
は
、
皇

帝
に
よ
る
省
ρ
墨
σ
q
①
ω
下
賜
に
関
連
し
て
こ
う
い
つ
た
。
「
し
ば
ら

く
前
に
は
、
ロ
ー
マ
人
（
ビ
ザ
ン
ツ
の
ギ
リ
シ
ア
人
は
自
ら
を
こ
う
称
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
リ
ア
ル
キ
ア

て
い
た
一
引
用
者
註
）
の
王
国
を
多
頭
政
治
化
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
今
で
は
自
分
の
好
き
な
も
の
に
国
を
与
え
る
と
い
う
状

　
　
　
　
　
　
　
　
①

況
に
立
ち
い
た
っ
た
」
。
そ
れ
よ
り
さ
き
、
歴
史
家
賭
ざ
①
覧
ざ
轟
ω

○
嵩
σ
Q
O
㌶
ω
は
、
　
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
ニ
世
の
妻
疑
α
添
Φ
創
①
竃
。
馨
－

勘
磁
器
に
ふ
れ
て
い
ワ
た
。
「
前
代
未
聞
の
こ
と
だ
、
彼
女
は
皇
帝

の
子
供
た
ち
が
ロ
ー
マ
の
古
い
慣
習
に
な
ら
っ
て
モ
ナ
ル
キ
ア
的
に

国
を
治
め
る
の
で
は
な
く
、
ラ
テ
ン
人
に
似
せ
て
、
帝
国
の
町
や
都

市
を
分
割
し
よ
う
と
欲
し
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
慮
分
の
子
が
そ
れ

ぞ
れ
私
有
す
べ
き
特
別
の
土
地
を
も
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
財
産
が
、
私

人
の
所
唐
物
に
関
す
る
法
律
に
従
っ
て
、
父
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
そ

の
子
へ
、
さ
ら
に
そ
の
後
継
者
に
と
根
続
さ
れ
る
こ
と
を
希
っ
て
い

る
の
だ
。
こ
の
皇
后
は
ラ
テ
ン
人
の
身
で
あ
参
、
彼
女
は
ロ
ー
マ
人
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の
あ
い
だ
に
自
分
が
ラ
テ
ン
人
の
あ
い
だ
で
嘗
て
き
た
新
し
い
慣
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
」
と
。
彼
女
に
は
、
ま
さ
し
く
私
法

と
公
法
の
観
念
の
混
同
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
混
同
こ
そ

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
社
会
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
り
、
末
期
ビ
ザ
ン
ツ

の
一
つ
の
兆
候
で
も
あ
っ
た
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
家
観
と
対
立
し

た
ビ
ザ
ソ
ツ
の
伝
統
的
国
家
観
（
モ
ナ
ル
キ
ア
）
の
衰
え
は
も
は
や
だ

れ
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
見
地
か
ら
中
央
権
力
は
、

す
で
に
十
一
、
二
世
紀
よ
り
行
っ
て
き
た
元
老
院
議
員
や
軍
人
に
対

す
る
無
条
件
の
自
由
世
襲
地
の
授
与
や
条
件
を
付
し
た
国
税
収
入
プ

ロ
ノ
イ
ア
の
下
賜
を
一
層
拡
大
し
て
、
皇
帝
権
力
の
安
定
化
、
貴
族

勢
力
の
掌
握
を
試
み
た
が
、
こ
の
政
策
は
テ
サ
リ
ア
に
お
い
て
も
適

用
さ
れ
た
。
し
か
し
対
テ
サ
リ
ア
政
策
と
し
て
は
、
こ
の
他
、
実
質

上
、
ア
ル
コ
ソ
に
支
配
さ
れ
た
都
市
に
対
し
て
特
権
を
下
賜
し
、
ア

ル
コ
ソ
お
よ
び
都
市
の
商
人
、
手
工
業
者
の
利
益
を
護
る
と
と
も
に
、

属
州
支
配
の
重
要
拠
点
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
試
み
、
あ
る
い
は
、

官
吏
の
任
命
に
嶺
っ
て
、
こ
れ
を
単
な
る
任
命
で
な
く
特
権
下
賜
的

な
も
の
に
し
、
併
せ
て
皇
帝
に
対
す
る
「
忠
誠
の
誓
い
」
を
行
わ
し

め
ん
と
す
る
試
み
な
ど
が
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
以
下
こ
れ
ら
の
具

体
的
検
討
に
進
む
こ
と
に
し
よ
う
。

　
①
け
■
｝
N
㊤
ξ
窪
ヨ
。
。
。
”
準
。
。
㊦
ω
ω
器
9
徐
。
α
巴
圃
舞
諜
。
三
唱
ふ
瓢
”
、
霞
～

　
　
慧
Q
8
8
3
㎞
寝
q
島
亀
q
ミ
価
℃
竃
。
ひ
軌
曾
舞
。
蒋
ミ
尋
η
憲
触
魚
℃
尺
＄
、
袋
の
。
ぢ

　
　
曹
更
。
ミ
ミ
罎
曾
、
翫
も
ミ
需
“
ミ
節
ミ
℃
ミ
●

　
②
　
瓢
凶
。
①
鷲
6
導
ω
○
冨
σ
q
o
護
。
。
”
寓
冨
ε
二
二
（
ヒ
ご
。
昌
轟
器
O
o
着
器
）
’
H
噸
b
。
ω
G
。
。
・
ρ
．

　
　
紛
　
　
「
完
全
所
有
」

　
　
（

　
国
家
に
対
す
る
特
別
の
功
労
を
、
譲
渡
・
売
却
・
遣
贈
の
自
由
な

ど
、
一
切
の
権
利
を
そ
な
え
る
土
地
の
下
賜
に
よ
っ
て
報
い
る
と
い

う
の
は
、
十
一
世
紀
末
以
後
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

U
8
郎
囚
⑦
も
げ
巴
ρ
ρ
○
器
σ
9
0
録
ω
勺
欝
。
巳
一
ρ
昌
○
。
。
な
ど
対
ノ
ル
マ
ソ
戦

に
働
き
の
あ
っ
た
も
の
は
、
ア
レ
ク
シ
オ
ス
一
世
質
ム
ネ
ノ
ス
か
ら

繰
返
し
特
権
下
賜
を
う
け
た
。
こ
う
し
て
生
れ
る
土
地
所
有
は
、
ふ

つ
う
、
プ
ロ
ノ
イ
ア
に
典
型
的
に
示
さ
れ
る
「
条
件
的
土
地
所
有
」

と
区
別
し
て
、
　
「
完
全
所
有
」
　
（
・
～
n
竃
9
建
へ
§
ミ
曵
畿
萎
）
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
当
面
の
テ
サ
リ
ア
で
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
か
。

　
今
日
の
史
料
状
態
か
ら
こ
の
点
に
つ
い
て
知
れ
る
こ
と
は
き
わ
め

て
少
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
二
三
九
年
に
び
⑦
8
囚
。
＄
欝
本
宅
Φ
ω
な

る
も
の
が
、
敵
と
の
戦
い
に
お
け
る
目
立
っ
た
働
き
に
よ
っ
て
、

℃
巨
。
節
ω
搾
N
霧
附
近
に
、
ワ
ラ
キ
ア
入
か
ら
取
り
あ
げ
た
土
地
の
完
全

な
所
腐
一
譲
渡
・
寄
進
・
交
換
・
処
分
の
権
利
と
官
吏
不
入
i
一
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を
え
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
が
、
デ
ル
ガ
ー
は
こ
の
文
書
に
　
嘘
群
Ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ω
。
び
唱
σ
q
の
判
定
を
下
し
て
い
る
。
ま
た
一
三
一
一
一
年
こ
ろ
、
イ
オ

ア
ニ
ア
の
箕
○
犀
㊤
煎
お
響
①
昌
○
。
・
ω
①
び
器
8
ω
ω
α
q
o
霞
○
ω
が
鼠
①
a
？

　
　
　
　
メ
ト
キ
才
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

器
冨
爵
小
修
道
院
を
世
襲
財
産
と
し
て
与
え
ら
れ
た
り
、
　
一
三
二

八
年
8
げ
①
○
臼
。
目
。
ω
開
巴
。
夢
馨
。
ω
が
↓
N
ρ
鋒
σ
Q
鶏
9
§
心
労
村
附
近
に

九
〇
〇
モ
デ
ィ
オ
イ
の
地
を
、
程
税
免
除
な
ら
び
に
「
好
き
な
こ
と

を
す
る
権
利
」
（
登
災
ミ
渤
§
Ψ
簿
～
餐
引
田
騨
ミ
熱
澗
。
c
き
Φ
§
）
一
具

体
的
に
は
贈
与
、
交
換
、
遣
贈
の
権
利
一
を
付
し
て
贈
ら
れ
た
り
し

て
い
る
％
下
賜
の
具
体
的
事
情
に
つ
い
て
何
も
知
る
、
と
は
で
き

な
い
。
し
か
し
、
ミ
カ
ェ
ル
八
世
以
下
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の

皇
帝
は
国
家
分
裂
時
に
テ
サ
リ
ア
で
生
じ
た
事
態
に
変
更
を
加
え
ず

に
自
己
の
支
配
を
浸
透
さ
せ
た
い
と
希
っ
て
い
た
、
と
い
う
事
実
が

あ
る
。
こ
の
希
望
は
、
し
ぜ
ん
、
地
方
貴
族
の
地
位
と
特
権
の
無
条

件
的
確
認
、
新
し
い
特
権
の
下
賜
に
赴
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
際
、

上
記
一
一
ご
四
一
二
年
の
ミ
カ
エ
ル
・
ガ
ブ
リ
エ
ロ
プ
ロ
ス
文
書
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
ユ
ソ
ブ
　
ル

N
、
ξ
o
曾
q
銘
響
。
へ
怖
舞
§
q
q
緯
。
へ
、
つ
ま
り
皇
帝
か
ら
黄
金
印
璽
つ

き
文
書
を
拝
領
し
た
も
の
、
同
文
書
に
よ
っ
て
財
政
イ
ム
ニ
テ
ー

ト
を
賦
与
さ
れ
た
も
の
が
み
え
て
い
た
。
ま
た
同
じ
頃
の
ラ
リ
ッ
サ

府
主
教
〉
簿
。
巳
。
ω
の
書
簡
に
は
、
ト
リ
カ
ラ
村
に
多
数
の
グ
リ
ュ
、

ソ
ブ
ラ
ト
イ
（
瓢
註
吋
響
§
へ
嚢
N
舞
e
℃
q
尋
簑
『
§
㌫
鷲
餐
～
慧
c
q
亀
o
c
鳶
舘
遷
℃

§
鳶
ミ
）
が
い
た
こ
と
、
か
れ
ら
が
他
の
ア
ル
コ
ン
（
誕
8
冨
①
；
R
註

す
。
σ
q
窪
。
¢
ρ
い
8
実
話
ω
℃
一
昌
σ
q
o
。
・
”
跨
洋
母
＄
N
錠
嵩
げ
ρ
p
o
。
・
”
蜜
8
唱
財
◎
同
。
ω

客
0
2
0
。
，
そ
の
他
）
と
と
も
に
、
Φ
①
o
目
配
。
直
N
斜
び
鋸
ゆ
註
。
ω
修
道
院
と

切
。
α
①
ω
欝
α
o
ω
院
の
間
の
土
地
係
争
の
解
決
に
当
っ
て
い
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
④

記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
は
、
　
（
一
部
プ
“
ノ
イ
ァ
保
有

者
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
）
　
「
完
全
所
有
」
と
し
て
土
地
を
下
賜
さ
れ

た
か
所
領
安
堵
を
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
他
、
ふ
つ
う
に
は
プ
ロ
イ
ア
下
賜
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

実
は
そ
う
で
は
な
く
、
ア
パ
ナ
ー
ジ
ュ
の
下
賜
で
あ
る
と
い
う
ケ
ー

ス
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
よ
く
引
用
さ
れ
る
文
章
で
、
歴
史
家

娼
タ
。
o
げ
図
導
①
諾
ω
が
、
ミ
カ
エ
ル
八
世
は
、
　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー

プ
ル
を
奪
凝
し
た
あ
と
、
元
老
院
（
畦
§
¢
q
ミ
）
や
軍
人
に
対
し
て
盛

ん
に
プ
ロ
ノ
イ
ア
を
下
…
賜
し
た
…
「
か
れ
は
元
老
院
の
も
の
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

み
ご
と
に
名
誉
を
与
え
プ
ロ
ノ
イ
ア
を
増
や
し
た
」
…
と
述
べ
て

い
る
の
が
あ
る
が
、
何
ら
か
の
奉
仕
あ
る
い
は
口
。
巨
①
湊
①
に
つ
い

て
与
え
ら
れ
た
と
目
さ
れ
る
こ
の
「
プ
ロ
ノ
イ
ァ
」
は
、
軍
事
封
土

的
プ
ロ
ノ
イ
ア
q
幽
霊
焼
§
飛
§
ミ
§
、
o
ミ
へ
黛
軌
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き

書
唱
ミ
。
ミ
斜
義
戦
動
静
§
、
つ
ま
り
ア
パ
ナ
ー
ジ
5
と
み
な
け
れ
ば
な
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⑥

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
侵
入
に
よ
っ
て
、
オ
リ
エ

ン
ト
方
面
に
も
っ
て
い
た
プ
ロ
ノ
イ
ア
を
失
い
、
そ
の
代
り
を
バ
ル

カ
ン
半
島
に
得
た
と
い
う
ア
ソ
ド
ロ
ニ
コ
ス
ニ
世
の
息
子
窯
ざ
げ
ρ
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

H
×
の
場
合
は
明
ら
か
に
こ
れ
に
属
す
る
。

　
要
す
る
に
、
皇
帝
権
力
は
、
こ
う
し
た
特
権
下
賜
を
介
し
て
、
皇

帝
↓
ク
リ
ュ
ソ
ブ
ラ
タ
イ
関
係
の
形
成
、
地
方
有
力
者
の
把
握
を
試

み
た
の
で
あ
る
が
、
中
央
の
馬
歯
力
が
つ
よ
く
及
ん
だ
ト
ラ
キ
ア
、

マ
ケ
ド
ニ
ア
は
と
も
か
く
、
テ
サ
リ
ア
に
関
し
て
は
、
こ
の
試
み
は

成
果
を
収
め
な
い
ま
ま
に
終
っ
た
。
上
述
の
ミ
カ
エ
ル
・
ガ
ブ
リ
エ

ロ
プ
ロ
ス
な
ど
の
如
き
、
右
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
分
断
し
、
逆
に
、

自
己
の
権
勢
強
化
の
た
め
に
ク
リ
ュ
ソ
ブ
ラ
ト
イ
を
利
用
す
る
も
の

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
央
集
権
を
志
向
し
た
政
策
が
簡
単
に
反

対
の
方
向
に
流
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ

ア
ル
コ
ン

貴
族
へ
の
ア
。
ハ
ナ
ー
ジ
ュ
下
賜
は
、
後
述
の
軍
事
プ
ロ
ノ
イ
ア
授
与

と
と
も
に
、
善
時
の
封
建
的
社
会
状
況
の
も
と
で
は
、
も
っ
と
も
現

実
に
即
し
た
も
の
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
十
三
世
紀
よ
り
ア
ト
ス
山
修
道
院
を
は
じ
め
と
す
る
聖
界
貴
族
の

地
位
と
権
力
は
ま
す
ま
す
強
大
に
な
っ
た
が
、
テ
サ
リ
ア
で
も
事
惰

は
同
じ
だ
っ
た
。
し
か
も
有
力
な
世
俗
貴
族
が
自
己
の
財
力
を
も
と

に
新
に
修
道
院
を
建
立
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
皇
帝
は
修
道
院

の
支
持
を
確
保
す
べ
く
、
し
ば
し
ば
所
有
地
の
確
認
、
新
特
権
め
下

賜
を
行
う
こ
と
を
迫
ら
れ
た
。
　
ニ
コ
ラ
ス
・
メ
リ
セ
ノ
ス
建
立
の

窯
鉱
く
鉱
巴
菖
ω
ω
斜
院
、
ト
リ
カ
ラ
の
唱
ρ
降
臨
σ
q
帥
㌣
跨
ド
窪
目
ヨ
ρ
o
げ
簿
o
Q
。

⑧院
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
の
地
方
の
有
力
修
道
院
は
、
フ
ァ
ナ
リ
オ
ソ

の
8
げ
①
0
8
ド
○
。
・
－
聾
①
自
ω
ρ
い
鷹
ハ
。
β
。
。
ρ
創
勲
院
、
ミ
ス
ト
ラ
の
頴
。
傷
①
σ
q
？

麓
義
塾
。
餌
じ
ご
轡
馨
O
o
讐
○
戸
、
ベ
ロ
イ
ア
の
｝
o
げ
銭
臼
①
ω
℃
械
。
脅
。
巳
○
ω

誌
ω
℃
①
菖
ρ
ω
院
、
ト
リ
カ
ラ
の
類
．
○
①
○
冠
σ
q
δ
ω
什
O
P
N
孚
δ
巨
帥
嶺
¢
O
昌

院
そ
の
他
多
数
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
う
ち
テ
オ
ト
コ
ス
．
エ
レ
ウ
サ

修
道
院
は
、
「
テ
サ
ザ
ア
の
ω
Φ
σ
霧
8
ξ
暮
○
増
」
｝
o
げ
ρ
昌
一
お
ω
U
o
三
＄
ω

○
○
ヨ
器
旨
。
ω
の
先
妻
の
建
立
に
な
る
も
の
で
、
　
一
二
八
九
年
に
ク

リ
ュ
ソ
ブ
ー
ル
を
得
た
当
時
す
で
に
そ
の
所
領
は
フ
ァ
ナ
リ
オ
ソ
だ

け
で
な
く
、
ト
リ
カ
ラ
、
ド
モ
コ
ス
、
ハ
ル
ミ
ロ
ス
に
も
点
在
し
て

　
⑨
お
り
、
一
一
二
三
六
年
頃
に
は
ア
ル
タ
附
近
の
一
聖
母
修
道
院
を
も
併

せ
も
っ
た
。
そ
し
て
同
院
は
、
損
害
賠
償
義
務
（
ヘ
ミ
登
）
、
パ
ン
の

調
達
、
豚
の
十
分
之
一
塁
、
不
動
産
税
（
矯
隻
ミ
§
）
、
賦
役
（
討
養
，

難
§
無
R
）
、
宿
舎
提
供
、
小
麦
・
ぶ
ど
う
酒
貯
蔵
義
務
そ
の
他
国
家
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
義
務
を
免
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
ア
ソ
ド
ロ
ニ
コ
ス

ニ
世
が
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
カ
ソ
タ
ク
ゼ
ヌ
ス
と
と
も
に
テ
サ
リ
ア
に
進
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黒
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
様
に
ミ
ス
ト
ラ
の
ホ
デ
ゲ
ト
リ

ア
院
は
℃
同
9
0
ω
《
目
閑
①
ご
。
ω
℃
ρ
o
財
○
日
δ
ω
の
寄
進
か
ら
成
る
も
の
で

あ
る
が
、
一
三
二
〇
年
に
は
そ
れ
ま
で
の
所
有
地
を
確
認
さ
れ
、
さ
ら

に
O
げ
○
昼
畠
。
類
臥
戯
罵
○
嵩
附
近
に
六
〇
〇
モ
デ
ィ
オ
イ
の
土
地
を
与
え

　
　
　
⑪

ら
れ
た
。
（
こ
の
土
地
は
修
道
院
の
所
領
の
一
部
が
兵
士
に
、
お
そ
ら
く
プ

ロ
ノ
イ
ア
と
し
て
で
あ
ろ
う
、
分
ち
与
え
ら
れ
た
た
め
、
。
。
⑩
σ
器
梓
8
℃
巴
？

含
窪
一
富
。
。
な
る
も
の
が
補
て
ん
し
た
も
の
だ
っ
た
）
。
そ
し
て
賦
役
、
要
塞

建
設
な
ど
各
種
の
義
務
の
免
除
を
葺
け
る
ほ
か
、
他
の
い
か
な
る
土

地
台
帳
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
ヴ
ァ
ガ
ボ
ン
（
畿
ミ
養
～
伽
N
＆
q
9
ミ
字
義

は
「
客
と
自
由
人
」
）
　
を
自
由
に
定
着
さ
せ
る
権
利
を
獲
得
し
た
。
か

つ
て
国
家
が
、
聖
俗
領
主
の
薄
々
保
有
に
加
え
て
い
た
数
的
制
限
は

こ
こ
に
完
全
に
廃
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
ト
リ
カ
ラ
の
聖
ゲ
オ
ル

ギ
オ
ス
修
道
院
は
、
一
三
三
六
年
三
月
、
同
市
周
辺
の
土
地
な
ら
び

に
市
内
の
小
修
道
院
二
つ
の
所
有
を
安
堵
さ
れ
、
総
主
教
直
属
修
道

院
た
る
資
格
を
得
た
が
、
こ
の
特
権
の
確
認
は
、
実
は
、
ア
ソ
ド
ロ

ニ
コ
ス
三
世
が
、
同
院
々
長
累
巴
《
母
酵
。
ω
の
活
動
－
ー
ト
リ
カ
ラ

　
む
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
ぬ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

を
皇
帝
の
支
配
下
に
復
帰
さ
せ
る
の
に
働
い
た
i
i
に
感
謝
し
て
与

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
封
建
領
主
の
一
つ
と
し
て
富
と
権
力
を
有
し

た
修
道
院
へ
の
恩
寵
が
単
な
る
好
意
以
上
の
意
味
を
も
ち
、
属
州
支

配
の
一
つ
の
鍵
と
観
念
さ
れ
た
こ
と
は
こ
こ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ

、
つ
。

　
①
㌘
σ
q
・
。
。
g
静
器
．
曽
鐸
1
1
誉
軍
器
題
。
炉
。
琶
』
O
メ

　
②
謬
㊦
σ
q
㊦
。
。
3
p
累
§
卜
。
島
画
■

　
③
9
0
ω
窪
。
α
q
。
巨
受
讐
勺
。
負
一
、
三
。
・
8
ぼ
。
号
鋸
ま
。
ロ
巴
諦
。
ξ
塁
暮
ヨ
㊦

　
　
〔
1
1
男
⑩
o
α
巴
一
号
〕
（
ゆ
讐
×
o
瓢
Φ
ω
噛
一
⑩
鰹
γ
℃
や
H
8
為
．

　
④
≧
再
三
督
物
二
二
銭
卜
～
曹
“
ミ
凡
§
葺
竃
禽
若
鑓
ミ
爲
§
為
ミ
．

　
　
b
6
み
ミ
蔑
り
弧
崇
お
お
）
も
℃
■
①
。
。
ム
”
潟
O
舅
。
蓉
劉
麟
冨
鑓
口
匿
Φ
燦
鷺
Φ
輿
器

　
　
｝
W
肖
勲
O
日
Φ
歳
属
弱
A
V
Φ
O
O
鎚
陶
悶
鵠
”
O
円
b
．
幽
ド
．

　
⑤
詮
。
ξ
ヨ
賃
Φ
ω
魑
号
峯
。
鍔
巴
。
。
け
〉
鼠
δ
巳
8
℃
巴
8
δ
α
q
一
。
暫
押
ミ

　
　
（
ゆ
。
⇒
嵩
p
o
）
’

　
⑥
墨
9
醤
p
言
凶
5
げ
髪
①
ぎ
同
”
り
㊤
唱
。
＝
無
ρ
器
品
鏡
陶
誘
ゆ
Φ
ω
。
ヨ
℃
⑦
器
賃
ω

　
　
O
o
Z
一
審
ρ
切
矯
N
㊤
類
餓
0
9
×
猟
く
H
回
円
（
お
㎝
◎
Q
）
噂
℃
や
＄
1
①
一
．

　
⑦
　
ρ
○
ω
鉾
。
σ
q
o
諾
障
ざ
。
℃
’
9
仲
‘
や
8
ρ
バ
ル
カ
ン
の
土
地
と
は
ア
ソ
ド
ロ

　
　
ニ
コ
ス
ニ
世
の
義
弟
U
o
ヨ
㊦
宵
δ
ω
（
蜜
搾
プ
帥
巴
）
醤
帽
貯
巴
①
ω
が
保
有
し
て
い

　
　
た
が
、
か
れ
と
ブ
ル
ガ
ー
ル
王
6
げ
o
o
α
o
話
の
く
簿
巴
p
く
㊦
に
共
犯
の
疑
い
あ
り

　
　
と
の
理
由
で
没
収
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
⑧
菊
。
σ
q
。
。
・
什
①
望
窯
同
』
欝
伊
孕
り
N
培
①
。
。
．

　
⑨
㌘
σ
q
㊦
ω
3
量
写
』
H
。
。
ピ
　
　
⑩
労
Φ
σ
q
⑦
ω
言
p
写
』
。
。
・
。
ω
．

　
⑪
図
①
σ
q
。
ω
3
詳
翼
『
■
潔
ω
G
。
・
　
　
⑫
男
。
α
q
Φ
。
・
け
。
炉
賭
触
る
。
。
・
。
9

　
　
m
～
　
条
件
的
土
地
保
有
（
プ
ロ
ノ
イ
ァ
）

　
　
（

　
譲
渡
、
売
却
、
贈
与
を
許
さ
れ
ず
、
国
家
に
対
し
て
、
原
躍
と
し

て
一
定
の
奉
仕
義
務
を
負
っ
た
土
地
保
有
の
形
態
…
「
条
件
的
土
地

保
有
」
を
代
表
す
る
プ
ロ
ノ
イ
ア
の
意
義
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
先
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稿
で
検
討
を
加
え
た
が
、
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
㈹
こ

の
玉
上
は
国
家
に
よ
る
「
一
定
額
の
国
税
収
入
」
　
（
§
8
鼠
n
）
の
下

賜
を
本
来
の
内
容
と
し
て
い
る
が
、
封
建
化
の
進
展
に
伴
な
い
、
国

税
徴
収
権
か
ら
土
地
の
保
有
権
さ
ら
に
は
指
定
地
の
実
質
的
支
配
権

に
と
拡
大
す
る
傾
き
の
あ
っ
た
こ
と
、
⑭
プ
ロ
ノ
イ
ア
は
当
初
、
軍

事
的
色
彩
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
十
一
世
紀
末
に
は
じ
ま
る
コ

ム
ネ
ノ
ス
朝
時
代
に
次
第
に
軍
事
奉
仕
へ
の
反
対
給
付
と
い
う
性
格

を
そ
な
え
だ
し
、
ビ
ザ
ソ
ツ
の
封
土
と
観
念
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ

と
、
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
綱
度
は
単
な
る
皇
帝
の
譲
津
α
①
ロ
㊧
算

に
発
し
な
が
ら
も
、
漸
次
、
国
政
的
な
意
味
、
そ
れ
を
通
じ
て
国
家
権

力
（
そ
れ
自
体
封
建
化
さ
れ
て
い
た
）
が
円
滑
な
支
配
権
を
行
使
し
う
る

一
つ
の
手
段
と
い
う
意
味
を
も
つ
に
い
た
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ニ
ケ

ア
帝
国
に
お
い
て
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
顕
著
に
な
っ
た
。
旨
。
げ
磐
。
①
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
パ
ナ
ロ
ジ
ユ

く
暮
暮
N
①
ω
帝
は
、
有
力
貴
族
へ
の
世
襲
采
邑
の
下
賜
と
な
ら
べ
て

小
規
模
な
が
ら
軍
事
プ
揮
ノ
イ
ア
の
授
与
を
さ
か
ん
に
行
い
、
両
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
よ
る
封
建
貴
族
把
握
を
重
視
し
た
。
小
土
地
所
有
に
立
脚
し
た
盛

期
ビ
ザ
ン
ツ
の
社
会
構
造
か
ら
離
れ
て
、
こ
の
こ
ろ
に
は
、
も
は
や

「
大
土
地
所
有
か
小
土
地
所
有
か
」
と
い
う
二
老
択
一
を
問
題
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
こ
と
が
、
現
実
的
根
拠
を
失
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
動
き
を
ふ
ま
え
た
ミ
カ
エ
ル
八
世
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ

ー
プ
ル
奪
回
に
先
立
っ
て
、
自
分
の
支
持
者
に
は
将
来
、
十
分
な
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
を
な
す
で
あ
ろ
う
と
言
明
し
て
い
た
が
、
ラ
テ
ン
帝
国
打
倒
後
、

こ
の
言
葉
を
実
行
に
移
し
た
。
元
老
院
貴
族
に
対
す
る
ア
パ
ナ
ー
ジ

ュ
下
賜
を
広
汎
に
行
う
ほ
か
、
か
れ
は
軍
人
に
対
し
て
「
毎
黛
気
前

よ
く
プ
ロ
ノ
イ
ア
を
ふ
や
し
て
い
き
、
ク
リ
ュ
ソ
ブ
ー
ル
で
、
か
れ

ら
に
約
束
し
た
も
の
を
満
た
し
つ
づ
け
た
。
そ
の
結
果
、
終
身
の
プ

ロ
ノ
イ
ア
と
す
べ
て
の
も
の
に
与
え
ら
れ
た
糧
食
は
永
久
的
と
な
つ

　
④た
」
。
つ
ま
り
、
か
れ
は
プ
ロ
ノ
イ
ア
の
世
襲
化
を
進
め
た
の
で
あ

る
。　

ミ
カ
エ
ル
帝
が
プ
ロ
ノ
イ
ア
鰯
に
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
注
意
を
払
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
リ
ス
な
ス

て
い
た
か
は
、
一
工
七
二
年
の
有
名
な
勅
令
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と

　
　
　
⑥

が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
か
れ
は
こ
の
勅
令
で
、
共
卜
居
で
あ
る
息
子

ア
ソ
ド
ロ
ニ
コ
ス
出
世
の
権
利
の
輻
と
内
容
に
つ
い
て
ふ
れ
、
ア
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ト
ラ
チ
オ
…
一
ヴ
ー
ス

ド
ロ
ニ
コ
ス
は
恩
賞
を
う
け
る
に
足
る
兵
士
に
対
し
て
、
。
隷
。
き
黛
§

（
ー
プ
瓢
ノ
イ
ァ
）
を
二
四
、
乃
至
無
量
ヒ
ュ
ペ
ル
ピ
ュ
ラ
増
加
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
以
上
の
増
加
に
は
皇
帝
の
同
意
を
必
要
と
す
る
、

そ
し
て
プ
ロ
ノ
イ
ア
の
追
舶
は
主
人
な
し
に
な
っ
て
い
る
プ
ロ
ノ
イ

ア
か
ら
行
っ
て
は
な
ら
ず
（
プ
ロ
ノ
イ
ア
の
細
分
を
防
ぐ
た
め
）
、
国
家
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の
別
の
土
地
か
ら
行
う
こ
と
に
し
、
怠
慢
な
兵
士
か
ら
は
プ
ロ
ノ
イ

ア
を
取
上
げ
、
そ
れ
を
忠
実
な
も
の
に
与
え
直
す
こ
と
、
と
命
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
十
四
世
紀
に
入
る
と
、
ア
ソ
ド
ロ
ニ
コ
ス
ニ
世
と
そ
の
孫
三
世
の

あ
い
だ
の
激
し
い
政
争
、
カ
タ
ロ
ニ
ア
人
傭
兵
の
蹟
魑
、
ブ
ル
ガ
ー

ル
、
セ
ル
ビ
ア
の
侵
入
等
に
よ
っ
て
、
帝
国
の
軍
事
力
は
大
き
く
損

わ
れ
て
い
っ
た
が
、
四
十
年
代
に
登
位
し
た
｝
◎
げ
窪
二
①
ω
＜
國
O
霧
，

げ
鴛
¢
N
窪
○
ω
帝
は
、
三
軍
に
お
け
る
プ
ロ
ノ
イ
ア
の
役
割
と
比
重
と

を
正
し
く
認
め
て
い
た
。
　
ヨ
①
σ
q
霧
α
o
ヨ
⑦
ω
窪
8
ω
在
位
時
代
、
か

れ
は
ブ
ル
ガ
ー
ル
遠
征
を
前
に
し
て
準
備
の
で
き
ぬ
兵
士
の
た
め
に
、

自
分
が
ア
ソ
ド
ロ
ニ
コ
ス
三
世
か
ら
貰
っ
て
い
た
プ
ロ
ノ
イ
ア
を
分

ち
与
え
た
。
そ
し
て
、
　
「
元
老
院
の
人
達
や
そ
の
他
の
貴
族
、
兵
士

を
一
人
一
人
呼
び
、
各
人
が
皇
帝
か
ら
与
え
ら
れ
た
プ
ロ
ノ
イ
ア
の

大
き
さ
を
尋
ね
た
。
ま
た
各
人
が
か
つ
て
と
岡
じ
大
き
さ
を
有
し
て

い
る
の
か
減
ら
し
て
い
る
の
か
を
た
ず
ね
た
。
各
人
が
保
有
状
態
を

述
べ
た
と
き
、
若
干
で
も
減
少
し
て
い
る
も
の
に
は
差
額
を
与
え
、

必
要
と
あ
ら
ば
余
分
に
追
㌍
す
る
よ
う
命
令
し
た
。
一
方
、
皇
帝
か

ら
与
え
ら
れ
た
だ
け
保
有
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
も
な
お
余
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

収
入
を
割
り
あ
て
た
。
　
こ
の
分
配
は
六
〇
臼
問
つ
づ
い
た
」
。
　
カ
ソ

タ
ク
ゼ
ヌ
ス
は
正
規
軍
や
プ
ロ
ノ
イ
ア
保
有
状
態
に
対
し
て
か
か
る

配
慮
を
す
る
一
方
、
ブ
ル
ガ
ー
ル
遠
征
に
、
親
戚
や
貴
族
、
従
者
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

五
〇
〇
人
ば
か
り
の
○
Φ
隔
。
蒔
ω
o
げ
ρ
津
を
伴
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
人
々
に
は
別
に
㌔
フ
ロ
ノ
イ
ア
が
下
賜
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
時
代
、
プ
ロ
ノ
イ
ア
と
し
て
与
え
ら
れ
た
土
地
の
多
く
は
マ

ケ
ド
ニ
ア
、
ト
ラ
キ
ア
に
あ
っ
た
。
テ
サ
群
ニ
ケ
の
周
辺
、
諺
並
。
ω

河
流
域
に
存
在
し
た
広
大
な
皇
帝
直
轄
地
、
国
有
地
が
そ
の
対
象
と

な
っ
た
。
テ
サ
リ
ア
史
に
重
大
な
間
わ
り
を
も
っ
た
ミ
ヵ
エ
ル
・
モ
ノ

マ
コ
ス
も
、
ス
テ
フ
岬
、
ノ
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ロ
プ
ロ
ス
の
死
後
行
な
っ
た

テ
サ
リ
ア
征
服
の
功
績
に
よ
っ
て
ω
葺
曳
導
。
ご
河
畔
に
○
ン
蕊
取
×

村
そ
の
他
を
、
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
（
プ
ロ
ノ
イ
ァ
）
と
し
て
得
、
の
ち
・
に

は
、
こ
の
カ
ソ
タ
ク
ス
村
を
奉
・
仕
免
除
の
世
襲
地
（
『
ミ
出
営
R
繰
＆
嚢
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

織
§
き
c
N
欺
§
）
と
認
め
ら
れ
た
。
か
れ
以
外
に
、
こ
の
地
に
プ
ロ
ノ

イ
ア
を
得
た
も
の
も
多
い
。
そ
れ
で
は
テ
サ
リ
ア
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。　

テ
サ
リ
ア
に
プ
ロ
ノ
イ
ア
を
保
有
し
た
も
の
は
、
史
料
不
足
も
あ

っ
て
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
以
下
、
分
っ
て
い
る
も
の
を
ひ

ろ
っ
て
み
る
と
、
先
ず
、
一
二
七
七
年
ご
ろ
、
駕
騨
財
ぎ
答
N
9
附
近
115 （6el）



の
誤
醤
。
〈
o
村
を
プ
ロ
ノ
ィ
ア
と
し
て
保
有
し
た
肩
0
8
蓉
げ
易
学

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

⑳
ω
§
o
。
。
画
嚢
ヨ
鈴
霧
。
か
れ
は
そ
の
称
号
の
示
す
よ
う
に
中
級
の
貴

　
⑩
族
で
、
隣
接
の
有
名
な
、
ニ
コ
ラ
ス
．
メ
リ
セ
ノ
ス
の
妻
建
立
の
ネ

オ
・
ペ
ト
ラ
修
道
院
に
対
し
て
、
修
道
院
領
切
舜
。
。
8
ロ
村
の
保
有

権
を
主
張
し
て
争
っ
て
い
る
。
次
に
、
二
二
二
四
年
六
月
、
ア
ソ
ド

ロ
ニ
コ
ス
ニ
世
が
、
ベ
ロ
イ
ア
の
｝
○
げ
聾
⇔
鵠
。
ω
℃
鴫
○
曾
。
ヨ
。
ω
絃
。
。

悟
㊦
霞
ρ
ω
修
道
院
に
宛
て
て
出
し
た
ク
リ
ュ
ソ
ブ
ー
ル
の
な
か
に
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

え
る
一
人
の
プ
ロ
ノ
イ
ア
保
有
者
。
皇
帝
は
こ
の
文
書
に
よ
っ
て
、
同

修
道
院
の
独
立
性
を
保
証
す
る
と
と
も
に
、
韻
脚
搾
汎
ω
叶
ρ
と
い
う
村

に
あ
る
年
収
五
ヒ
ュ
ペ
ル
ピ
ュ
ラ
の
放
牧
地
を
完
全
な
所
有
地
と
認

め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
放
牧
地
は
、
故
b
d
o
σ
q
畠
㊤
讐
○
ω
某
の
プ
ロ
ノ

イ
ア
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
そ
の
こ
検
地
官
に
よ
っ
て
修
道
院
に
分

与
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
プ
ロ
ノ
イ
ア
保
有
者
ボ

グ
ダ
モ
ス
に
関
し
て
は
、
は
じ
め
の
マ
ル
マ
ラ
ス
と
同
様
、
詳
し
い

記
述
は
な
く
、
負
担
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
軍
事
奉
仕
の
内
容

を
知
る
よ
し
も
な
い
。
　
こ
の
他
、
中
級
プ
ロ
ノ
イ
ア
保
有
者
と
し

て
、
テ
サ
リ
ア
で
は
な
い
が
、
ペ
ロ
ポ
ソ
ネ
ソ
ス
南
部
U
ρ
ヨ
巴
9
地

方
に
、
　
6
げ
①
o
α
○
円
。
ω
窯
。
ヨ
ジ
○
℃
巳
◎
ω
（
唱
弩
湯
①
げ
器
酔
。
ω
器
げ
霧
8
ω
）

な
る
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
か
れ
は
、
一
二
八
八
年
、
一
定
の
奉

　
仕
（
魯
隻
。
需
℃
ミ
動
。
・
ミ
ミ
）
を
条
件
に
し
て
、
同
地
囚
話
蝕
蝕
。
瓢
村

　
と
、
Ω
o
巳
p
河
附
近
の
ぶ
ど
う
畑
二
〇
モ
デ
ィ
オ
イ
の
保
有
を
認
め

　
ら
れ
、
ク
ラ
ニ
デ
ィ
オ
ソ
村
は
、
完
全
な
、
他
か
ら
邪
魔
だ
て
さ
れ
る

　
こ
と
な
き
プ
ロ
ノ
イ
ア
　
（
↓
S
①
～
§
烹
苫
ζ
さ
ミ
さ
O
R
e
瓦
。
c
8
0
肉
ミ
ミ
窯
。
G

　
嚢
～
霞
隷
べ
⑩
ミ
ミ
『
。
：
…
翫
器
ε
二
十
§
響
息
ミ
烹
§
n
§
～
蝕
§
q
匙
q
『
§
ン
…
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
と
し
て
患
子
た
ち
に
受
け
渡
す
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
か

　
れ
は
プ
ロ
ノ
イ
ァ
世
襲
と
所
領
（
プ
ロ
ノ
イ
ア
）
で
の
「
改
良
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
自
由
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
わ
れ
わ
れ
の
関
心
を
ひ
く
の

　
は
、
プ
ロ
ノ
イ
ア
下
賜
の
歴
史
的
背
景
で
あ
る
。
F
・
デ
ル
ガ
ー
に

　
よ
れ
ば
、
ノ
ミ
コ
プ
ロ
ス
は
、
ア
カ
イ
ア
公
○
忌
漏
碧
臼
①
噴
く
一
目
①
－

　
劉
鴛
住
。
巳
昌
死
後
の
封
建
的
無
秩
序
時
代
に
、
ペ
ロ
ポ
ソ
ネ
ソ
ス
に

　
支
配
を
広
め
た
ミ
ス
ト
ラ
の
ビ
ザ
ソ
ツ
長
官
を
通
じ
て
、
　
「
皇
帝
の

　
奉
仕
に
戻
っ
て
き
た
も
の
」
で
あ
り
、
新
し
い
ビ
ザ
ソ
ツ
支
配
の
下

　
で
在
来
の
特
権
的
地
位
を
保
持
す
べ
く
、
皇
帝
か
ら
の
レ
ー
ン
を
待

塾
し
た
も
の
で
あ
・
た
と
い
褥
と
す
れ
ば
・
わ
れ
わ
れ
は
プ
。
ノ

　
イ
ア
下
賜
が
属
州
把
握
の
た
め
に
打
込
ま
れ
た
喫
の
断
髪
を
果
し
た

　
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
同
様
の
事
例
は
、
十
五
世
紀
中
葉
の

　
Q
Φ
ヨ
δ
8
ω
霞
①
昏
。
類
の
プ
ロ
ノ
イ
ア
に
も
み
ら
れ
る
。
か
れ
は
、
一

　
定
の
奉
仕
（
㍗
鋤
。
気
＆
ミ
魯
・
舞
ミ
）
を
代
償
に
フ
ァ
ナ
リ
オ
ソ
要
塞
（
a
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ゑ
q
還
ミ
嚢
～
息
℃
醤
魯
§
S
ミ
§
へ
窪
）
と
、
ラ
コ
ニ
ア
地
方
囚
霧
＃
δ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

近
郊
b
d
馨
ω
訪
日
と
を
保
有
・
支
配
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
が
、
そ
の

当
時
、
完
全
な
ビ
ザ
ソ
ツ
領
で
あ
っ
た
後
者
は
問
題
外
と
し
て
、
前

山
右
フ
ァ
ナ
リ
オ
ソ
は
一
四
二
七
年
、
モ
レ
ア
・
デ
ス
ポ
テ
ス
日
ゲ
①
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ル
ギ
ロ
ブ
ー
ル

住
臼
。
ω
勺
巴
Φ
o
一
〇
σ
q
O
ω
が
銀
印
文
書
を
出
し
た
時
点
で
、
　
一
時
的
に

帝
国
支
配
に
復
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
如
き
乏
し
い
史
料
状
態
か
ら
テ
サ
リ
ア
で
の
プ
ロ
ノ
イ
ア

に
関
し
何
ら
か
の
結
論
を
下
す
こ
と
は
さ
し
ひ
か
え
る
が
穏
当
で
あ

ろ
う
。
た
だ
マ
ケ
ド
ニ
ア
地
方
で
の
そ
れ
に
比
べ
、
プ
ロ
ノ
イ
ア
の

規
模
が
小
さ
い
こ
と
、
下
賜
の
動
機
が
新
た
な
帝
國
へ
の
復
帰
に
あ

る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
脱
地
方
化
の
進
展
に
慎

．
重
に
臨
ん
だ
皇
帝
の
配
慮
の
結
果
が
こ
れ
で
あ
ろ
う
。

①
φ
日
ぎ
も
曽
。
炉
麟
。
。
・
黄
Φ
毘
。
・
昌
田
幽
臼
Φ
o
蓼
鼠
G
。
鑑
（
り
両
O
O
観
切
帥
層
　
一
㊨
①
b
Q
）
り

　
o
愚
「
刈
。
。
．
↓
ぎ
a
”
o
D
2
霞
二
〇
挫
器
曽
8
璽
崔
。
冨
霧
9
裡
σ
q
”
や
b
。
。
。
9

②
国
O
ぞ
冨
げ
慧
5
げ
暑
色
巴
”
u
騨
唱
2
三
曾
①
品
量
囲
餐
唱
．
①
b
。
・

③
O
や
潟
¢
σ
q
。
畏
⑦
静
翼
困
払
G
。
0
8
一
。
。
Φ
ρ

④
ぽ
。
ξ
旨
。
話
Q
・
讐
囲
る
刈
し
。
。
も
・
。
・

⑤
》
．
類
Φ
冨
Φ
暮
の
茜
》
窃
O
。
8
一
首
穽
。
隼
ζ
ぼ
鑓
重
器
g
同
証
芭
。
、

　
ご
σ
q
魯
N
①
謬
（
q
り
洋
N
’
切
勲
憲
磐
》
冨
昏
≦
溢
堂
勺
窯
㌘
瓢
誘
鉾
渓
㌍
¢
塾
。
O
”
郎

　
ド
O
y
ω
．
亟
O
ム
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

⑥
目
。
霞
巳
。
・
O
畢
鍵
。
g
㊦
巳
舞
一
韓
勺
曾
暮
。
藷
距
ω
8
甑
ρ
遷
碁
（
巴
「
い
．

　
　
ω
。
ぎ
℃
窪
）
．
H
H
・
①
ω
◆
鑓
幾
き
門
下
ミ
伽
誌
q
自
尽
8
忌
℃
舞
智
q
濠
e
り

　
　
尽
弩
ミ
ミ
を
§
き
息
是
？
巌
ミ
ミ
賎
り
邑
8
3
忌
O
の
窯
。
℃
毫
曽
ミ
零

　
　
甑
誌
q
遷
層
荊
鉱
ミ
8
起
言
銭
“
。
亀
輸
き
ミ
需
ご
3
瓢
ぎ
勲
毒
食
り
8
器
ミ
℃
曾

　
　
　
　
へ

　
　
、
O
℃
凡
黛
り
輔
へ
●

　
⑦
ρ
○
ω
茸
。
α
q
o
込
受
鴫
頴
。
費
一
二
少
や
ミ
。
。
幽

　
⑧
H
烹
α
二
℃
喝
」
這
も
ト
。
嚇
閑
⑦
α
Q
。
ω
け
魯
層
名
目
・
b
。
お
ド

　
⑨
雪
目
H
メ
念
箇

　
⑩
朔
。
。
什
鉱
ξ
q
馨
霞
。
・
琴
ゴ
ロ
σ
q
象
N
母
ω
審
け
9
N
p
ロ
二
天
。
・
9
窪
く
。
瓜
霧
－

　
　
曽
潤
σ
q
ω
虚
昌
山
≦
貯
房
。
げ
騨
津
ω
α
q
＄
o
げ
一
〇
算
⑦
（
》
ヨ
の
＄
a
帥
ヨ
b
お
器
■
溺
。
β
く
。
一
δ

　
　
一
旨
嘆
。
ω
。
D
δ
旨
）
．
ω
．
ω
ド

　
⑪
切
①
㏄
o
簿
層
層
毎
b
曾
ρ
『

　
⑫
口
£
。
ω
な
夢
冥
域
』
お
。
。
．

　
⑬
男
O
巳
σ
q
①
び
霊
旨
O
冨
誘
0
9
一
h
号
ω
澱
巴
ω
o
匿
》
嵩
費
。
巳
ぎ
ω
瓢
¶

　
　
｛
鷲
月
げ
8
α
0
3
ω
瓢
。
旨
欝
。
唱
三
〇
。
・
騨
話
α
Φ
日
冒
プ
器
嵩
Q
。
。
。
層
○
工
。
馨
鴛
猷

　
　
O
訂
帥
ω
鉱
ρ
謬
伊
℃
。
凱
。
巳
。
野
望
×
囲
（
搭
α
㎝
）
．
〔
琵
O
巳
σ
q
③
ジ
自
黛
も
§
鳶
、
疑

　
　
（
団
算
巴
㍉
㊤
禽
ソ
の
．
お
b
。
〕

　
⑭
　
蔓
叶
飛
N
o
N
含
N
o
℃
韓
警
曹
。
り
の
解
釈
は
、
O
’
O
ω
菖
O
α
q
O
湊
搾
ざ
男
伽
O
α
ρ
＝
菰
”

　
　
唱
曾
一
ω
β
に
従
う
。

　
⑮
男
σ
α
茜
。
巴
し
三
α
二
ω
」
鍵
－
b
。
’

　
⑯
9
0
。
・
貯
£
o
誘
ξ
”
頴
巳
二
一
捧
電
曾
隔
。
。
O
占
。
。
①
…
博
山
こ
聚
嬉
。
曝
8
鑓

　
　
蟹
葭
冒
賎
鶏
勲
切
切
器
雷
日
霞
辱
切
b
d
b
メ
鵠
回
（
お
㎝
。
。
y
o
蟹
’
O
ω
－
9

　
　
川
　
都
市
お
よ
び
地
方
官
吏

　
　
（

　
封
建
急
進
展
の
な
か
で
ビ
ザ
ソ
ツ
都
市
の
性
格
に
も
少
な
か
ら
ぬ

変
化
が
生
じ
た
。
中
央
政
府
の
完
全
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
あ
っ

て
国
庫
に
大
き
な
収
入
を
約
束
し
て
い
た
属
州
都
市
は
、
ヴ
ェ
ネ
チ
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ア
、
ジ
ェ
ノ
ア
な
ど
イ
タ
リ
ア
商
業
共
漁
国
の
進
出
に
よ
っ
て
大
打

撃
を
う
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
村
都
市
的
様
相
を
深
め
て
い
っ
た
。

市
政
は
、
大
所
領
に
お
け
る
農
民
支
配
を
実
現
し
た
領
主
の
手
に
掌

握
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
ア
ト
ス
山
修
道
院
な
ど
は
テ
サ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ル
ガ
ス
テ
リ
オ
ソ

ニ
ケ
や
セ
ラ
市
に
、
独
自
の
工
房
、
　
製
パ
ソ
断
を
も
ち
、
都
市
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

経
済
に
か
な
り
の
関
わ
り
を
も
っ
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル

政
府
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
都
市
の
掌
握
は
若
州
統
治
上
、
絶
対

の
条
件
で
あ
っ
た
。
と
く
に
テ
サ
リ
ア
や
ペ
ロ
ポ
ソ
ネ
ソ
ス
の
如
き
、

政
治
的
支
配
者
交
替
の
繰
返
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
、
こ
の
「
点
」
の
支

配
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
都
市
に
歯
す
る
イ
ム
ニ
テ
ー
ト
下
賜
は
こ

の
意
味
か
ら
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
’

　
こ
の
イ
ム
ニ
テ
ー
ト
下
賜
の
慣
行
は
、
末
期
ビ
ザ
ソ
ツ
、
そ
れ
も

十
三
世
紀
中
葉
以
後
に
特
徴
的
な
現
象
だ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
以
前
に
は
、
　
ミ
カ
エ
ル
・
コ
ニ
ア
テ
ス
（
府
主
教
）
の
ア

テ
ナ
イ
の
免
税
特
権
享
受
（
十
ご
世
紀
末
）
な
ら
び
に
、
ラ
テ
ン
征

服
の
過
程
で
の
、
開
城
を
条
件
に
し
た
幾
つ
か
の
ギ
リ
シ
ア
都
市

の
自
治
権
獲
禦
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
％
と
こ
ろ
が
・
ニ
ケ
ァ
帝

国
の
勢
力
が
増
大
す
る
と
、
特
に
宿
敵
エ
ピ
ロ
ス
と
支
配
権
を
め

ぐ
る
争
い
の
起
っ
て
い
る
地
点
で
、
都
市
そ
の
も
の
に
対
し
特
権

下
賜
の
ク
リ
ュ
ソ
ブ
ー
ル
を
交
付
す
る
こ
と
が
さ
か
ん
と
な
っ
た
。

　
ニ
ケ
ア
の
一
〇
ン
ρ
⇔
コ
霧
崇
O
o
葺
渥
僧
。
。
＜
伊
翁
げ
N
＄
は
、
一
二
四
六

年
、
デ
ス
ポ
テ
ス
　
U
①
日
賦
抵
○
。
。
　
に
反
言
す
る
一
部
住
民
の
要
請

を
い
れ
て
、
テ
サ
ロ
ニ
ケ
市
に
、
そ
の
旧
来
の
権
利
と
慣
習
を
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

め
る
ほ
か
特
別
の
自
由
を
与
え
、
五
三
年
こ
ろ
に
は
、
ア
ル
バ
ニ

ア
の
国
税
。
鼠
市
に
対
し
て
、
市
の
内
と
外
で
の
、
邪
魔
さ
れ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
な
き
土
地
の
保
有
を
み
と
め
た
。
ち
ょ
う
ど
ク
ロ
イ
ア
が
ニ
ケ
ア

帝
国
の
勢
力
下
に
入
ら
ん
と
し
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
の

ミ
ヵ
エ
ル
八
世
も
、
フ
ラ
ン
ク
人
支
配
か
ら
の
離
脱
を
目
前
に
し
た

客
。
器
ヨ
げ
p
ω
昼
市
に
対
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
、
O
Q
o
ぢ
目
σ
鼠
P

瓢
Φ
舜
巨
免
P
図
げ
㊤
峯
＄
酔
。
ω
”
囚
巴
｝
貯
℃
9
溢
そ
の
他
の
マ
ケ
ド
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
メ
ル
キ
オ
ン

ア
諸
都
市
で
の
商
取
引
に
は
二
％
の
取
引
税
を
課
せ
る
が
他
処
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

一
般
に
こ
れ
を
免
除
す
る
と
の
特
許
状
を
出
し
（
一
二
六
一
年
）
、

右
の
ク
ロ
イ
ア
に
は
、
改
め
て
、
テ
マ
長
官
、
カ
テ
パ
ノ
ス
、
そ

の
他
の
役
人
の
干
渉
排
除
と
、
　
U
ξ
斜
N
8
0
に
お
け
る
商
品
取
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

へ
の
課
税
免
除
を
み
と
め
た
（
一
二
六
～
、
八
四
年
）
。
ま
た
ア
ソ
ド

ロ
ニ
コ
ス
隔
世
は
、
　
モ
ネ
ソ
バ
シ
ア
特
権
の
再
確
認
（
；
二
六
）

の
ほ
か
、
新
ら
た
に
、
イ
オ
ア
ニ
ア
市
と
北
テ
サ
リ
ア
の
じ
ご
興
毎
。
す

⑦
市
に
対
し
特
権
の
下
賜
を
行
な
っ
た
　
（
；
二
九
、
；
三
四
年
）
。
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い
つ
れ
も
何
ら
か
の
政
治
情
勢
の
変
化
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。　

十
三
、
四
世
紀
を
通
じ
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
と
エ
ピ
ロ

ス
の
係
争
の
的
で
あ
り
、
一
三
一
八
年
よ
う
や
く
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
に

復
帰
し
た
イ
オ
ア
ニ
ア
帯
に
対
す
る
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
工
世
の
ク
リ

　
　
　
　
　
⑧

ユ
ソ
ブ
ー
ル
は
、
す
で
に
国
噸
零
霞
8
ω
や
渡
辺
金
一
氏
に
よ
っ
て
，

紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
重
要
性
の
た
め
に
、
敢
え
て
も
う
一
度

検
討
す
る
こ
と
に
す
る
と
、
そ
の
内
容
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ

る
。　

ω
イ
オ
ア
ニ
ア
市
は
、
帝
国
に
戻
っ
た
他
の
都
市
と
と
も
に
、
フ

ラ
ン
ク
人
そ
の
幽
い
か
な
る
も
の
に
も
売
り
渡
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
㈲
イ
オ
ア
ニ
ア
市
長
（
誘
S
g
N
9
駆
蕊
S
食
謡
9
ミ
霧
甑
O
て
誘
ハ
）
は
、
治
安
破

壊
者
を
除
け
ば
、
い
か
な
る
住
民
の
追
放
、
移
動
を
行
な
う
権
利
も
な

く
、
慈
悲
ぶ
か
く
正
義
を
も
っ
て
職
務
を
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
訟
。
こ

の
市
長
と
な
ら
ん
で
、
住
民
中
か
ら
選
ば
れ
た
有
力
者
（
替
智
§
。
へ

嚢
ミ
）
が
司
法
権
を
行
使
す
る
。

　
㊨
帯
民
は
食
糧
提
供
は
じ
め
一
切
の
税
を
免
除
さ
れ
る
。
あ
ら

ゆ
る
商
取
引
は
課
税
を
う
け
る
こ
と
な
く
行
な
わ
れ
（
疑
是
感
心
§
餐

蒜
浮
へ
駐
器
碗
動
。
き
緯
食
6
黛
0
8
搾
§
黙
q
駐
§
0
3
鳳
な
塁
。
へ
㌶
も
9
葦
ミ
。
隷
嶋
発
曳
腎
§

§
登
壇
嚢
～
鼻
許
ぎ
勲
臼
§
幽
：
…
）
、
土
地
所
有
者
に
よ
る
生
産
物
の
売

却
は
自
由
。
．

　
㊥
市
民
は
、
要
塞
を
維
持
す
る
以
外
に
賦
役
を
課
せ
ら
れ
ず
、
城

壁
の
外
で
の
軍
事
奉
仕
義
務
も
な
い
。
こ
の
義
務
に
服
す
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ト
ラ
チ
オ
　
テ
　
ス

有
給
で
移
動
部
隊
幾
ミ
順
良
に
編
入
さ
れ
た
軍
人
で
、
か
れ
ら

は
市
民
か
ら
宿
営
提
供
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。

　
㈲
イ
オ
ア
ニ
ア
市
は
一
連
の
村
落
、
ぶ
ど
う
畑
、
放
牧
地
、
魚
釣

場
を
保
有
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
課
税
さ
れ
ず
、
ま
た
売
買
に
当
っ
て

は
、
決
し
て
地
方
貴
族
や
兵
士
に
売
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
（
＆
窃
暫

建
§
ミ
驚
災
ミ
§
隻
の
セ
謎
鷺
昏
晦
註
蝿
9
§
蓋
1
1
。
寒
魯
是
蓮
。
～
．
ざ
臼
ミ
慈
欝
馬
〕

§
狩
魯
8
ミ
餐
き
自
尊
て
灼
q
蝿
ミ
『
§
9
℃
）
、
売
ら
れ
る
の
は
問
じ
甫
民
に

対
し
て
だ
け
で
あ
る
。

　
重
要
と
思
わ
れ
る
点
は
右
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
を

め
ぐ
り
学
界
で
は
、
こ
の
特
権
獲
得
の
主
導
者
が
イ
オ
ア
ニ
ア
の
封

建
貴
族
か
市
民
全
体
か
、
特
権
は
両
者
に
い
か
に
有
利
に
働
い
た
か

等
々
が
論
議
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
と
く
に
㈹
の
規
定
は
、
都
市

の
市
民
層
（
ヵ
ス
ト
レ
…
ノ
イ
）
と
グ
ル
ソ
ド
ヘ
ル
、
兵
士
と
を
峻
別

し
、
市
民
層
の
権
利
を
擁
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
特
権
下
賜

の
政
治
的
意
図
や
イ
オ
ア
ニ
ア
市
の
住
民
構
成
を
問
題
に
す
る
上
で
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重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
本
稿
で

こ
れ
に
つ
い
て
詳
し
ぐ
述
べ
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
は
た
だ

こ
の
特
権
下
賜
の
歴
史
的
背
景
と
、
特
権
下
賜
に
よ
っ
て
生
じ
た
事

態
が
都
市
の
自
治
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
の
事
実

を
知
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
ク
ロ
イ
ア
、
モ
ネ
ン
バ
シ
ア
、
イ
オ
ア

ニ
ア
市
へ
の
措
置
は
専
ら
、
経
済
的
財
政
的
性
格
の
も
の
で
あ
り
、

行
政
上
の
自
治
を
生
起
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
と
に
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
コ
ソ
コ
ト
ピ
コ
ス

オ
ア
ニ
ア
で
は
、
需
℃
ミ
ミ
が
中
央
か
ら
任
命
さ
れ
、
地
元
有
力
者

と
共
同
統
治
を
行
な
っ
て
い
た
。
商
取
引
税
を
主
に
幾
多
の
税
を
一

時
的
に
免
除
さ
れ
た
だ
け
の
ビ
ザ
ン
ツ
市
民
か
ら
都
市
の
自
治
を
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ず
る
こ
と
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
ゴ
リ
ヤ
ノ
フ
の
如
く
、
「
十
三

一
五
世
紀
の
中
央
権
力
は
、
そ
の
弱
体
化
に
も
拘
ら
ず
、
自
治
都
帯

の
再
生
の
試
み
に
は
必
死
に
抵
抗
し
た
。
都
市
の
自
治
を
奪
っ
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

つ
て
の
レ
オ
ン
六
号
の
新
法
の
線
は
そ
の
ま
ま
守
ら
れ
た
」
と
す
る

の
も
一
面
的
で
あ
る
。
皇
帝
権
力
は
特
別
の
賜
与
な
い
し
は
古
い
特

権
の
確
認
と
い
う
形
で
都
市
を
掌
握
し
、
結
果
に
お
い
て
都
市
の
自

治
化
に
一
歩
前
進
を
許
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
皇
帝
は
封
建
貴

族
お
よ
び
市
民
層
の
利
益
を
と
も
に
配
慮
し
、
一
方
的
に
一
を
他
に

従
わ
せ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
か
れ
は
む
し
ろ
、
外
国
商
人
に
対

し
て
特
権
を
下
す
と
き
に
用
い
る
形
式
、
「
…
…
国
は
平
な
ら
び
に
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
後
継
巻
に
対
し
約
束
を
守
り
誓
い
を
破
ら
ぬ
こ
と
」
を
、
テ
サ
リ

ア
や
ペ
ロ
ポ
ソ
ネ
ソ
ス
な
ど
中
央
か
ら
離
れ
た
都
市
に
対
し
て
適
用

せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
貴
族
に
よ
る
都
市
支
配
、
市
民
勢
力
の
残

存
と
い
う
状
況
下
に
行
わ
れ
た
都
市
へ
、
の
特
権
下
賜
の
意
義
は
ひ
と

え
に
こ
の
点
に
存
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
央
と
の
連
絡
が
円
滑
さ
を
欠
い
た
こ
の
地
域
へ
の

官
吏
の
任
命
は
い
か
に
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ

は
こ
の
間
の
事
情
を
知
る
一
つ
の
手
が
か
り
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
　
一
三
四
二
年
、
ヨ
ハ
ネ
ス
六
野
カ
ソ
タ
ク
ゼ
ノ
ス
が
、
ワ
ラ
キ

ア
　
（
テ
サ
リ
ア
）
の
長
官
に
、
有
名
な
ミ
カ
エ
ル
・
モ
ノ
マ
コ
ス
に

代
え
て
、
自
分
の
甥
冒
ぎ
導
Φ
ω
》
添
σ
q
2
0
ω
を
任
命
し
た
時
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
、
カ
ソ
タ
ク
ゼ
ノ
ス
帝
自
ら
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
か
れ
は

先
ず
、
テ
サ
リ
ア
の
軍
と
有
力
巻
（
熾
詩
q
君
気
・
ぎ
養
～
醜
§
㌶
。
N
・
曾

。筋

D
§
。
へ
）
に
対
し
、
二
人
の
長
官
候
補
、
す
な
わ
ち
右
の
ア
ソ
ゲ

ロ
ス
と
鈍
器
β
巴
（
◎
一
〇
一
瓢
①
げ
O
ω
）
と
を
あ
げ
、
選
択
を
委
せ
た
。
テ

サ
リ
ア
の
貴
族
ら
は
、
こ
れ
を
う
け
て
、
か
つ
て
ア
テ
ナ
イ
公
α
①

㌶
菊
o
O
び
①
を
迎
え
い
れ
た
時
と
同
じ
く
会
議
を
ひ
ら
き
、
ア
ン
ゲ

ロ
ス
の
う
け
い
れ
を
返
答
し
た
。
そ
し
て
ヵ
ン
タ
ク
ゼ
ヌ
ス
は
ヨ
ハ
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ネ
ス
を
正
式
に
任
命
し
、
そ
の
際
、
細
部
に
わ
た
る
規
定
を
含
む
ク

リ
ュ
ソ
ブ
ー
ル
を
娼
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
ク
リ
ュ
ソ
ブ
ー

ル
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
何
故
な
ら
、
ふ
つ
う
属

州
長
官
の
任
命
に
は
犀
○
α
鱒
⑦
＝
9
も
し
く
は
箕
。
ω
薮
σ
Q
ヨ
勲
と
呼

ば
れ
る
書
状
が
用
い
ら
れ
、
特
権
下
賜
尊
像
と
も
い
う
べ
き
ク
リ
ュ

ソ
ブ
ー
ル
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ビ
ザ
ソ
ツ
官
房
の
文

書
発
行
は
き
わ
め
て
厳
格
で
原
則
を
崩
す
こ
と
は
盛
ん
ど
な
い
。
そ

れ
が
敢
え
て
ク
リ
ュ
ソ
ブ
ー
ル
を
用
い
た
の
は
、
単
な
る
カ
ソ
タ
ク

ゼ
ヌ
ス
と
ア
ン
ゲ
ロ
ス
の
親
族
関
係
か
ら
で
は
な
く
、
Q
臨
。
貯
ヨ
が

養
的
に
三
ナ
↓
・
の
籍
を
芒
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
噛

　
一
旦
、
任
命
を
う
け
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ア
ソ
ゲ
ロ
ス
は
テ
サ
リ
ア
の

治
安
、
監
督
、
進
歩
改
良
に
全
権
を
ふ
る
っ
た
が
、
右
の
皇
帝
文
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
以
下
の
如
き
規
制
を
か
れ
に
加
え
て
い
た
。
ω
ア
ン
ゲ
ロ
ス
は
現

皇
帝
な
ら
び
に
後
継
者
に
、
仕
え
、
皇
帝
の
「
友
の
友
、
敵
の
敵
た
る
」

こ
と
、
㈲
テ
サ
リ
ア
の
主
教
、
修
道
院
は
首
都
の
総
主
教
の
管
轄
下

に
入
る
こ
と
、
0
9
エ
ピ
ロ
ス
に
、
皇
帝
の
女
婿
累
突
Φ
噂
び
◎
8
。
。
が
立

っ
た
と
き
は
国
境
線
を
従
来
ど
お
り
に
定
め
、
友
好
関
係
を
も
つ
こ

と
、
◎
（
ア
ソ
ゲ
ロ
ス
は
カ
タ
ロ
ニ
ア
人
の
手
に
あ
っ
た
℃
夢
嵩
巴
o
ρ

O
◎
ヨ
。
ぎ
を
奪
尊
し
た
が
）
こ
れ
ら
新
ら
た
に
帝
国
に
戻
っ
た
要
塞
の

長
官
は
自
由
に
任
命
し
て
よ
い
（
販
§
弩
史
ミ
9
ぎ
｝
鼠
§
へ
竃
～
雲
耳
翼
愚
℃

～
窃
“
＆
葱
晋
§
－
警
響
伽
①
o
ミ
q
の
甦
）
、
㈱
デ
サ
リ
ア
の
ア
ル
コ
ソ
に
し
て

皇
帝
に
仕
え
た
い
と
い
う
も
の
あ
ら
ば
（
匙
℃
。
曳
§
～
ミ
8
§
て
警
八
過

ミ
ミ
貧
§
慧
ミ
ミ
2
§
登
。
ミ
伽
寒
ミ
ミ
笥
§
昏
息
の
如
§
h
N
段
、
鍵
琶
ζ

伽
ミ
①
q
貯
～
9
養
～
・
～
の
§
。
q
・
似
§
q
ミ
ミ
亀
内
…
…
）
、
少
し
も
拒
む
必
要
は

な
い
等
々
。
要
す
る
に
、
カ
ン
タ
ク
ゼ
ヌ
ス
帝
と
ア
ソ
ゲ
ロ
ス
と
は
、

官
吏
と
し
て
の
一
般
普
遍
の
義
務
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
封
建
家
臣

的
な
有
限
義
務
を
介
し
て
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ω
の
「
友
の

友
、
敵
の
敵
」
は
、
か
つ
て
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
一
世
と
ボ
ヘ
モ
ソ
の
あ

い
だ
で
交
さ
れ
た
び
。
ヨ
ヨ
騨
σ
Q
o
一
δ
σ
q
①
に
そ
っ
く
り
認
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
ア
ソ
ゲ
ロ
ス
が
ど
れ
ほ
ど
テ
サ
リ
ア
に
私
的

な
利
害
関
係
を
有
し
て
い
た
か
は
史
料
上
は
か
り
が
た
い
。
か
れ
の

軍
事
力
に
関
し
て
わ
れ
わ
れ
が
知
っ
て
い
る
の
は
、
西
部
方
面
で
の

皇
帝
親
征
に
ギ
リ
シ
ア
人
お
よ
び
ア
ル
バ
ニ
ア
人
部
隊
す
べ
て
を
率

い
て
加
わ
る
こ
と
（
き
曳
の
§
需
O
、
伽
§
8
0
9
養
～
親
ミ
畿
窺
＆
禽
§
q
発
。
c
℃

、
、
e
養
鴨
さ
O
誘
§
～
隻
欝
ミ
§
S
）
、
お
よ
び
0
び
は
ω
ε
娼
。
｝
δ
（
M
（
ρ
！
N
m
『
一
一
ρ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

以
東
の
親
征
に
は
集
め
ら
れ
る
だ
け
の
軍
を
送
る
こ
と
、
の
二
点
だ

け
で
、
ア
ソ
ゲ
ロ
ス
の
私
兵
の
有
無
は
明
白
に
で
き
な
い
。
が
、
と

も
か
く
、
ア
ソ
ゲ
ロ
ス
は
二
二
四
八
年
に
黒
八
病
で
没
す
る
ま
で
、
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単
な
る
属
州
の
行
政
官
に
と
ど
ま
ら
ず
、
テ
サ
リ
ア
を
実
質
的
に
ア

パ
ナ
ー
ジ
ュ
と
し
て
享
受
し
支
配
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
．

h
つ
。

　
こ
の
ア
ソ
ゲ
ロ
ス
の
任
官
に
あ
た
り
忠
誠
の
誓
い
が
重
要
な
意
味

を
も
っ
た
と
は
当
然
予
測
で
き
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
が
、
末
期
ビ
ザ

ン
ツ
の
誓
い
に
関
し
注
意
し
て
お
き
た
い
史
料
も
ひ
と
つ
挙
げ
て
お

こ
う
。
そ
れ
は
、
一
三
二
一
年
、
筈
。
ω
o
げ
○
℃
o
巳
。
。
。
な
る
も
の
が
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

つ
た
ど
い
う
短
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
忠
誠
の
誓

い
に
は
相
異
な
る
二
つ
の
種
類
、
す
な
わ
ち
臣
民
が
帝
圏
の
鉱
鉱
N
魯

た
る
資
格
に
お
い
て
皇
帝
に
行
な
う
も
の
と
、
よ
り
私
的
な
人
間
関

係
か
ら
な
さ
れ
る
も
の
と
が
あ
っ
た
。
前
者
は
曾
さ
り
§
9
ミ
さ
ハ
と

よ
ば
れ
、
反
國
家
的
な
こ
と
、
た
と
え
ば
国
家
を
代
表
す
る
皇
帝
を

誹
宿
し
た
り
、
反
逆
を
謀
り
国
家
の
機
密
を
洩
ら
し
た
り
す
る
こ
と

を
禁
ず
る
な
ど
政
治
的
な
色
彩
を
も
つ
。
が
後
者
は
モ
ス
コ
プ
ロ
ス

に
よ
る
と
、
あ
た
か
も
ぶ
ど
う
畑
の
所
有
老
と
そ
こ
に
働
く
労
働
者

の
あ
い
だ
に
生
れ
る
関
係
と
同
様
、
共
通
の
友
と
共
通
の
敵
と
を
も

ち
、
か
れ
ら
同
志
ギ
ヴ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
（
ま
ぎ
嚢
～
ミ
稜
建
）
の
原

則
に
従
っ
た
も
の
、
つ
ま
り
。
。
墨
差
④
馨
巴
3
、
巴
（
魯
さ
嚇
句
§
ミ
き
（
）
で

あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
異
な
る
誓
い
の
存
在
は
、
お
そ
ら
く
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
者
に
と
っ
て
ま
さ
に
悲
し
む
べ
き
帝
国
の
末
路
の
愚
智
と

映
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
反
対
給
付
の
要
ら
な
い
「
政
治
的
な
誓
い
」

こ
そ
が
社
会
の
真
の
紐
帯
だ
、
非
人
格
的
な
国
家
と
そ
の
具
現
春
、

皇
帝
は
一
体
で
あ
り
、
具
現
者
へ
の
忠
義
と
服
従
こ
そ
ギ
リ
シ
ア

人
の
使
命
だ
と
モ
ス
コ
プ
ロ
ス
は
い
い
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

P
・
ル
メ
ル
ル
が
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
社
会
は
、
　
煽
羅
①
ω
o
o
綜
ま
鋤

鷲
。
噌
Φ
ヨ
①
暮
噂
累
冨
↓
三
具
卑
誘
ぼ
器
⑦
で
は
な
く
、
娼
。
年
④
罫
つ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

り
℃
o
年
強
の
社
会
で
あ
る
と
い
う
の
は
こ
の
点
か
ら
よ
く
理
解
で

き
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
教
条
的
な
ポ
リ
テ
イ
ア
理
念
が
現
実

の
封
建
化
の
流
れ
に
押
流
さ
れ
有
効
性
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
末

期
ビ
ザ
ソ
ツ
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
理
念
を
実
際
に
即
応
さ
せ
よ
う
と

す
る
試
み
が
表
面
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
モ
ナ
ル
キ
ア
原
理
と
並

ぶ
ポ
リ
ア
ル
キ
ア
の
原
理
、
そ
れ
を
生
か
す
忠
誠
の
誓
い
は
時
人
に

大
き
な
社
会
変
化
の
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
告
げ
て
い
た
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
ラ
テ
ン
征
服
以
降
の
テ
サ
リ
ァ
に
お
い
て
、

征
服
以
前
か
ら
の
素
地
の
う
え
に
西
欧
的
意
味
で
の
封
建
的
関
係
が

生
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
西
部
辺
境
を
把
持
す
る
た
め
に
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
政
府
が
、
ア
パ
ナ
ー
ジ
ュ
下
賜
や
、
帝
国
に
復
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帰
し
た
都
市
、
村
落
に
お
い
て
プ
ロ
ノ
イ
ァ
、
「
自
治
権
」
の
授
与
を

行
な
い
、
官
吏
任
命
に
当
っ
．
て
は
忠
誠
の
誓
い
を
媒
介
に
し
た
封
建

的
と
も
み
え
る
関
係
を
設
定
す
る
の
に
っ
と
め
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
が
、
こ
れ
を
「
ビ
ザ
ソ
ツ
封
建
制
」
と
呼
ば
ん
と
す
る
時
、
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
違
っ
た
点
、
換
言
す
れ
ば
、
「
ビ
ザ
ン
ツ
封
建
制
」

の
限
界
の
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
聖
俗
領
主
に
認
め
ら
れ

た
イ
ム
ニ
テ
ー
ト
が
、
現
実
は
と
も
か
く
、
経
済
、
財
政
の
分
野
に

限
ら
れ
る
べ
し
と
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
そ
の
最
も
大
き
い
差
異

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
兵
農
の
分
離
が
徹
底
性
を
欠
い
た
こ
と
も
あ

る
。
　
こ
の
点
に
謁
し
、
ゲ
ミ
ス
ト
ス
・
プ
レ
ト
ソ
は
、
　
諸
器
5
①
一

勺
巴
鉱
。
一
〇
σ
Q
O
。
。
に
送
っ
た
書
状
の
な
か
で
、
　
「
現
在
ペ
ロ
ポ
ソ
ネ
ソ

ス
の
住
民
の
多
く
は
、
一
方
で
農
耕
に
た
ず
さ
わ
り
、
忠
己
の
生
活

の
必
要
と
公
税
支
払
に
そ
な
え
、
他
方
、
軍
事
奉
仕
を
行
な
っ
て
い
る

…
…
試
み
ら
れ
る
べ
き
改
革
は
、
（
箪
事
奉
仕
を
免
除
さ
れ
税
を
負
撞
す

る
）
ヘ
ロ
ッ
ト
を
歩
兵
に
対
し
一
人
、
騎
兵
に
二
人
当
て
る
こ
と
で

あ
り
、
か
く
し
て
各
々
の
兵
士
は
ヘ
ロ
ザ
ト
か
ら
の
生
産
を
も
っ
て

十
分
な
武
装
を
し
て
軍
事
奉
仕
に
従
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て

　
⑱
い
る
。
果
し
て
こ
の
記
述
が
ど
れ
ほ
ど
実
際
を
つ
い
て
い
る
か
は
分

ら
な
い
し
、
十
世
紀
の
重
装
騎
兵
創
娼
以
後
、
兵
農
の
分
離
は
い
く

ら
か
進
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
ビ
ザ
ン
ツ
に
農
兵
、

的
な
も
の
が
存
続
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
　
「
ビ
ザ
ソ
ツ

封
建
制
」
を
過
小
視
す
る
の
は
も
と
よ
り
正
し
く
な
い
が
、
過
大
評

価
す
る
の
も
ま
た
、
歴
史
事
実
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
か
ら
も
、
西
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
影
響
が
強
か
っ
た
テ
サ
リ
ア

地
方
は
ビ
ザ
ン
ツ
世
界
の
な
か
で
実
に
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
と
し
て
注

目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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this　is　a！so　the　preparation　for　otir　consideration　oB　the　function　of

real　estate　pawn　of　sale　in　the　next　article，　connecting　with　the

ceming　examination　of　lanclholding　by　this　exp！anation　of　the　con－

troling　actio！10f　the　Ritsury6捧令・state　power　to　the　priv就e　debt

contracts．

LaRd　System　in　the　Chozt　」’“’1　Dynasty

espec圭a圭ly　through　the　newly　dlscovered　Si－chou・Dhin・zσ6，z西周金文

by

Shigeki　Kaizuka

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
　Aquir呈ng　know玉edge　from　Eπ．5罐一ts’6－ming恩賜策命　of　land　and

people　in　the　Si・chozt西周era圭n　the　inscriptions　of　bronzes　discover－

ed　after　the　revolutlon　in　new　China，　we　reconsider　the　accepted　theo

ry　on　the　land　system　in　Si．chou　based　oll　the　class量cs　and　the　illsc－

ription　of　bronze　already　known　befor　1949；in　consequence，　of薮ce　of

the　central　ofRc呈als　and　feud　of　border　and　lords　呈n　Si－chou　proved

to　be　necessary　’ ?ｏｒ　reas　surance　of　the　new　king　at　the　death　of癒e

old　king：this　bears　a　striking　resemblance　to　the　custom　of　Verfah－

ren　in　the　Frankish　feuda1まsm　in　the　western　Europe．　The　idea　of

la貸d　in　ancient　China　was　strengly　affected　byもhe　seasonal　sense　of

the　ancient　religion；the　idea　that馳e　new　order　was　revived　by

the　new　y6ar　or　the　new　king　may　be　the　motlve　power　in　the

fol・mation　of　this　custom．

The　Feudal　System　in　Thessaly　at　the

　　　　End　of　the　BYzantine　Empire

　　　　　　　by

Haruyasu　Yoneda

　The　Latin　conquest　（1204），　and　ehe　emergence　of　the　little　latin

states　in　the　Mediterranean　world　had　the　importance　effects　on　the

byzaqtine　empire：　it　degraded　the　World　Empire　of　Byzantium　into

a　mere　little　state　and　accelerated　the　feudalization　remarkable　since
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the　11th　century．　The　western　provinces，　Thessaly　and　Pelopon－

nesus，　particulaly，　in　close　contact　with　the　Westerners，　developped

the　feudai　relations　in　the　strict　seRse　of　the　word．

　　The　purpose　of　this　paper　is　to　examine　the　reaiity　of　these　rela－

tions　and　some　aspects　of　the　emperor’s　provinciai　policies．

The　Economic　Growth　of　England　during　the

　　　　　　　Price　Revolution　（1550－1620’s）

by

Minoru　Kawakita

　　Today　we　can　no　longer　accept　the　traditional　theory　of　the　Price

Revolution　that　G．　W1ebe　aBd　E．　J．　Hamilton　formulated．　The　object

of　this　essay　is　to　indicate　£he　pattern　of　English　economic　growth

iB　the　later　16th　and　early　17th　centuries，　through　examiRing　the

traditional　Wiebe－Hamilton　£heory．

　　1　have　already　discussed　iR　the　other　journai　the　pattern　of　the

growth　from　middle　of　the　17th　to　the　early　18th　centuries．　During

these　centuries，　the　scale　of　the　whole　economy　oy　England　was　deve－

loping　rather　slow1y，　but　as　the　population　growth　was　also　very

weak，　the　indices　of　Per　capita　showed　considerab！e　upward　movements．

Now，　in　the　16th　and　early　i7th　centuries，　almost　all　the　indices　of

the　national　economy　we　£al〈e　are　moving　reversely：　fa！ling　trend　of

real　wages，　the　price　construction　fabourabie　to　agriaultural　sector，

and　above　all　the　Price　Revoiution　itself．　These　movements　of

lndices　can　be　accounted　only　by　PopulatioR　Pressure　to　the　agricul－

tural　sector．　Agricultural　product20n　per　head　in　real　term，　therefore，

seems　not　to　have　lncreased．　On　the　other　hand，　English　industries，

of　which　of　course　the　woolien　and　worsted　industries　were　£he　most

important，　were　caught　by　a　｝ong－lingeying　stagnation．　Then，　1　want

to　ptit　£he　conclusion：　during　these　years，　while　the　whole　English

economy　was　expanding，　the　national　production　per　capita　might　be

rather　stationary．　Such　a　pattern　of　growth　can　never　produce　any

decisive　lndustrialization．
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